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「メンデル家12人兄弟館の書」について（13）
（第2巻，第3巻）
坂」本信太郎
は　じ　め　に
　「メンデル家12人兄弟館の書」の紹介・解説も第2巻の80葉と第3巻の13葉
の図版を残すのみとなった。本稿では，この93葉について記す。そして本稿に
おいて「メンデル家12人兄弟館の書」の全巻，867葉についての紹介・解説を
完結させることにする。
　本稿で取扱う93葉の図版も，前掲の場合と同様，職人の動態図でなく，すべ
てが職人の半身肖像図である。従って技術史資料としては生彩を欠き残念であ
る。
　ところで全巻を通じてみる時享入所者の職種が時によって可成りの変遷を見
せていることを知ることが出来る。この様子を仔細に追うことで，当時の産業
や社会の状態，手工業者やギルドの状態などを窺い知ることが出来そうで，興
味を唆るものがある。後日，取り組んでみたいと考えている。
1．　「メンデル家12人兄弟館の書」
251、　ビール店亭主
ビール酒場の亭主，Michae1腕chnerは1738年11月2日，73才の時入所。敬
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慶な，もの静かなニュルンベルク市民であった。1743年7月27日，病を得，大
変にやつれ果てて死去した。730番目の兄弟である。
　小型の蓋付錫製ジョッキを手にした気難しい顔をした半身肖像画である。館
の制服であるガウンを着て白布をネクタイ状に首に巻き，垂らしている。
　2517．　ビール店亭主
　ビール店亭主Joha㎜Michae1Ammonは1738年11月2日，55才の時入所。そ
して1751年7月25日死去。ニュルンベルク市民である。731番目の兄弟。
　ビールの入ったガラスコップを手にした半身肖像画で服装其の他，前図と同
一である。
25Z　留め針作り　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig，134
留め針作りのJoham　Leonhard　Roschlaubは1740年7月23日，40才の時入所。
　　　　　　Fk134留め針作り
｛Amb．317b．グ、Bd皿一4，252，Stadtbib1iothek　Nbg、〕
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1763年死去した。ニュルンベルク市民である。732番目の兄弟。
　眉をしわよせ神経質そうな顔付をし，彼が作った太くて大きい，変った針頭
の飾り留め針を3本指先につまんで見せている。ボタンの代りに使用するもの
と思えるが，ブローチとしても使えそうな製晶である。
　252v．櫛作り
　櫛作り職人のJoham　Georg　Seide1は1741年5月18日，48才の時入所。ユ773
年6月7巳死去したニュルンベルク市民であり，当館の風紀委員を務めた。
733番目の兄弟である。
　小型の象牙製両刃すき櫛を手にした半身肖像画である。
　253．小商人
　食料品を主として扱う小蘭人のGeorg　Schwandnerは1741年11月8日，62才
の時入所した。そしてひどい消耗性疾患（繕核か？）の為にユ749年9月28日死
去した。ニュルンベルク市民である。死ぬまで館の風紀委員を務めた。734番
目の兄弟である。
　粉状の商品を入れた小型円筒枡を手にした半身肖像画である。
　253v．真鑑鋳物師
　真録鋳物師のJoham　Pau1us　Bramは1742年2月28日，65才の時入所。1751
年7月1日死去する。ニュルンベルク市民である。735番目の兄弟。
蓋をした小型の熔解用ルツボを手にした半身肖像画で，ひたいにしわを寄せ
た如何にも弱々しい顔付の人物である。
254．　しっくい塗装職人
しっくい塗りの職人Mich劃el　Zettelは1742年3月10日，73才の時入所した。
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1745年2月2日死去。ニュルンベルク市民である。736番目の兄弟。
　塗装業用の道具である錘付三角形水準器と刷毛を組含せた小型のシンボルを
手にした半身肖像画である。
254v．番人
夜半の見廻人（O－4時の間の当直人，夜半直）のGeorg　Hagenは1743年
5月ユ2日，70才の時入所。1747年4月28日死去した。彼は大柄な体格のニュル
ンベルク市民である。そして熱心なキリスト教徒である。737番目の兄弟。
前に突き出している手にほのほが点っているローソクを持ってい糺用心深
く見廻っているところらしい。
　2551女子料理人
　女性料理人のBarbara　Burckensは1742年1ユ月25日，60才の時，館の料理人
として来所し1761年まで勤務してくれた。そして1762年に死去した。彼女はニュ
ルンベルク市民のコンパス（両脚器）作りのJohamJacob　Burckensの妻であ
る。
　小粒の赤珊瑚珠の首飾りをし，白いレースの縁どりのある黒いキャップを被
り，自布を肩掛けのようにかけ，前でホールター・ネックラインにして前掛の
両側の紐にはさみこんでいる。淡黄色のシャッに長袖の上着を着ているが，こ
の上着のカーディガン風の両前襟にはボタンはなくて，ブルー色の紐を交互に
稜状に通してV字型に締め，一見デイッキー風である。これから調理に取りか
かるのであろう，首を切りとった鳥を指先でつまみ上げている。年老いてはい
るが，聰明な瞳の決活そうな女性である。
255v．　ボタン作り
金属製のボタン打ち抜き工のMattha血sLi皿Bnerは1743年1月8日，73才の
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時入所し，1748年3月死去した。ニュルンベルク市民である。738番目の兄弟。
　プレス機で打ち抜いて作った小型のボタンをきれいに並べつけた厚紙を手に
して示している半身肖像画である。
　256鉛筆作り．管理人
　ニュルンベルク市民で，鉛筆製造業のHeinrich　J盆gerは1743年3月7日，55
才の時，特に請われて12人兄弟館の管理人として来所した。彼は大変敬慶にし
て誠実，且つ熱意に満ちた厳格な人物であった。そこで当館をより快適に整備・
管理するように招講されたのである。
　全体として温和な気風に包まれているが，大きな聰明な眼，意志の強そうな
鼻筋，そして引き緊った唇の顔付をしてい乱豊かな銀髪で，左手をナポレオ
ンの様に懐に挿し入れたいかにも堂々とした半身肖像画である。図からは鉛筆
作りや管理人を示すようなものは何も見られない。1750年9月6日死去した。
　西欧中世の修道院は知識・学問の中心であり，高貴な手書本を集めた図書館
を持っていた。亦それだけでなく写本工房を備えて屠り，写本僧による写本の
製作を行い，本の供給源として重要な地位を占めていたのであ乱修道院をは
なれて世俗の写字生や職人によって写本が行なわれるようになるのは8世紀に
入ってからのことである。
　写字を一列に美しく並べて書く為めに写字僧達は先づ各ぺ一ジに細い平行な
罫線を引いた。この際各ぺ一ジ表裏の行線を合わせる為め，しばしば小さい目
印用の穴が皮紙や紙の両側にあけられた。この罫線は初めの頃は折りベラで引
いていたが，その後，鉛の尖筆や鉛の薄い小円板が使用されるようになった。
このような鉛の道具について，ヒエロニムス〔H．P．Hier㎝ymus（1365－1416）〕
はその著「慣例集」の中に「カルトゥジオ会（Carthusians；フランス南東部
グランド・シャトルーズに聖ブルノーにより1084年創立された修道院）の写本
僧に必要なもの，インク壷，ペン，軽石，小刀，角ベラ，錐……そして鉛筆…
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…」と記している。14世紀に入るとイタリアでStileと呼ばれた鉛筆様のもの
が絵画用に使用されるようになった。これは鉛2に対し錫1の割合の合金を木
の軸に入れたものである。
　黒鉛（石墨）を用いた現在の鉛筆と同類の鉛筆が現われるのは1564年，イギ
リス・カンバーランド州，ポローデール谷で黒鉛鉱山が発見されてからで，
Sti1eと同じ様に黒鉛棒を椎や杉の鞘に入れて使用した。そして1760年ドイッ
人カスパー・ファーバー（K．Faber）がニュルンベルク近郊のシュタインで黒
鉛粉に硫黄を混ぜた所謂バヴァリア鉛筆を作った。近隣の国々で用いた黒鉛鉛
筆は総べてニュルンベルク産のものであった。更に1795年フランス人コンテ（N．
J．Cont6）が黒鉛粉に粘土を混ぜて高温で焼き上げるコンテ法を発明，亦1822
年モルダン（Mordan）は四角の黒鉛片を小孔をあけたルビーに通して引き抜
く針金製造に似た方法で細い黒鉛芯棒を製作する特許を得た。こ・に現在の鉛
筆の原型が完成し，一般にひろく使用されるようになったのである。鉛筆の優
れている点は書き損じても容易に消せるところにあ乱
　256v．針金製造人
　針金作りのJoham　Schmidは1743年7月1日，61才の時入所。1748年10月24
日死去しれニュルンベルク市民であ瓦739番目の兄弟。
　自製の極めて細い針金を巻きつけたミシンの糸巻き芯様の小円筒をつまみ上
げてる半身肖像画である。
　257，真鑑細工師
　真録細工師の図は，絵画部分は無傷である嬬己事の部分は大変傷んでいて，
その氏名，入所及ぴ死亡月日，職業等を読み取ることが全く不可能である。こ
の資料の索引製作者であえニュルンベルク古文書館のKarl　Fischerは，この
兄弟は，本巻271v．図の記事に1753年死去したと記載されている740番目の兄弟，
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Burkhard　B耐tnerである可能性が大きいと注記している。
　カールした白髪のカッラを被った柔和な顔付の大柄な人物である。長方形の
リネンの飾り衿を着け，館の制服にゆったりしたガウンを羽織り，自作の真鎗
製燭台を手にした半身肖像画である。
258v．1604年に改修された12使徒礼拝堂の図。 Fi＆136
　259．1740年に改修された12使徒礼拝堂の図。　　　　　　囲＆137
　メンデル家12使徒礼拝堂とも呼ばれているメンデル家12人兄弟館附属の礼拝
堂はカルトイゼル横丁の東側，コンマルクト広場に面した一隅に建てられてい
る（商学302号，Fig．1，p．168参照）。この場所には先きにカルトジオ修道院
が建てられていた。修道院は，院を寄進したPatrizier　Maquard　Mendel〔当
市参事会メンバーでメンデルー族の一員で，兄弟館の創設者Conrad　Mendel
のすぐ上の兄である。（商学302号，Fig．4，p，170参照）〕の手で，1380年取り
こわされ，少し甫に下った場所（現在の国立ゲルマン博物館の構内）に移築さ
れた。そして移築後の場所に，亦Patrizier　Maquardによって12使徒礼拝堂が
建てられたのである。1382年の聖燭祭（2月2日）の日であった。
　一方Conrad　M㎝de1がユ2人兄弟館の建設に入ったのは1383年で，カルトイ
ゼル横丁を挟んで12使徒礼拝堂の丁度向い側の場所であった。コンラッドは入
所して来る兄弟達の為めの礼拝堂をどのようにしよづかと考えていたところ
だったので，直ちにこのユ2使徒礼拝堂の使用を恩いつき，カルトイゼル修道院
長に芙同利用を願い出て同意を得ることに成功したのである。更にコンラッド
は12人の兄弟達カ溶易に礼拝堂に行ぐ事が出来るように，館と礼拝堂を緒ぶ渡
り廊下をカルトイゼル横丁に設置することを市当局に出願した。この中願は，
上記のようなもっともな理由から直ちに認められ，1399年「いつでも取り除く
ことが可能であること」を条件として許可された。こうして12使徒礼拝堂は同
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時に館附属の礼拝堂と呼ばれるようになったのである。
　礼拝堂の外観は固＆2（商学302号，p．169）並びにF蛙135に見られるよ
うに切妻屋根で，棟上西端部分に石造りの小型の十字架，そして東端部分に鉄
芸術鍛治の手になる鉄棒製装飾十字架が立てられている。亦棟申央部には鐘楼
の尖塔が立っているが，この塔及び鐘は1493年に寄贈されたものである。
　さて258v・及び259のF蜂136，Fi＆137の両図は2度に亘って改修されたユ2
使徒礼拝堂の内部の写生図で，羊皮紙に不透明絵具で描写してある。
　258孔のF晦136に見られる最初の改修は，館の理事者Kirchensittenbach
のJobstFriederichTeze1殿（68．，蘭学335号，p．193）によって1604年に始まっ
た。完成したのは1725年である。
　礼拝堂の板張りの天井は簡素な半円筒式ヴォールトで，ミサ参加者の頚上に
飛来する如くに多数の天使像が描かれている。床は赤煉瓦敷である。この礼拝
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　Fi＆135　メンデル家工2人兄弟館と礼拝堂
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堂はFig．135に見るようにコンマルクト広場に平行した東西に長く伸びた建
物で，南北両側は壁面になっていて，大きな窓が数個ずつ付けられている。そ
の窓には絵ガラスとブッチェンガラスがはめられたゴチック様式の格子枠が
入っている。内部はこの壁に沿って建物の半ば辺まで！列に並んだ聖歌隊の席
が作りつけてある。聖歌隊の席の端にはコンマルクト広場に面した出入口扉が
備えられている。そしてこの扉の真上に聖母マリアとヨセフを左右に控えた天
帝が十字架から下ろしたキリストの死屍を抱いている埋葬図の大きな額が掲げ
られている。額の周囲を兄弟館の理事者達のワッペンが囲んでいる。反対側の
南面の壁には階段を備えた豪華な説教壇が見られる。説教壇の奥，この建物の
東端カ苛L拝堂の内陣になっていて，半円形に並んでいる多数の宗教画があり，
その中心に石製の大きな十字架上のキリスト像が立っている。そして主祭壇と
脇祭壇が据えられているのが見られる。
F蛙1361604年に改修された12使徒礼拝堂
　　（Amb．317b．2曲，Bd　II＿4，258v、）
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Fi31371740年に改修された12使徒礼拝堂
　　｛Amb．317b．プ．Bd皿＿4，259）
　1740年になって礼拝堂は再び改修を受けることになった。Eschenbachの
Hieronyms　Wi1he1m　Ebner殿（226．，商学344号，p．203）が館の理事者であっ
た時である。259．のFig－137は改修後の様子を示すもので，改修前に描かれ
ていた飛翔天使像は天井からすっかり姿を消し，一色に塗りつぶされている。
亦北壁面上に掲げてあったキリスト埋葬図は西壁面上，出入口扉の真上に移さ
れている（F虹138参照）。そしてその図の周辺に18世紀までにメンデル館の
理事者を務めた人々のワッペンが多数飾りつけられているのが見られる。更に
北壁の中央部にあって，コルンマルクト広場に開いていた出入口扉は取り払わ
れ壁に塗りつぶされ，その壁面に，改修前に内障主察壇に立っていたキリスト
十字架像が移されて掲げられている。身廊部の信者席に｝まベンチが並べられ，
司祭・聖職者席が新設された。キリスト十字架像に代って豪華な額に入れられ
た聖画が置かれた主祭壇は簡素に整理され，反って尊厳さを増している。パイ
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D岨Z前㎞虹畔此　別以榊伽咀、■1〃
　F晦138礼拝堂西面
プオルガンも設けられれ礼拝堂の内面の壁は従来の赤色系統から白色に塗ら
れ明るい感じに変っている。
　260．財団理事者　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜＆139
　ニュルンベルク市内，EschenbachのJoh㎜nCarlEbnerはメンデル家12人
兄弟館の理事者として1744年から1747年迄勤めた。彼は枢密顧問官であり亦裁
判長でもあった。本図は羊皮紙上に描かれた油彩画である。堂々とした銀髪の
嚢を被り，大きな二重になっているラフ飾り衿をつけ，金色の細縁で，金色の
ボタンのついたチョッキを着て，その上に栗色のテンと黒色の毛皮が交互に
なっている豪華なガウンを羽織っている。肩から斜に太い金鎖を二重にして掛
けている。きりっとした意志の強そうな顔付をしている。彼は1682年6月2日
の生れで，1747年5月19日に没した。彼の肖像画を囲む豪華な額縁の下には，
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　　F虹139財団理事者
（Amb．317b．ヅ，Bd1－4，260〕
彼Ebner家の紋章と，夫人MariaChristina，旧姓EnderndorfのHarsdorf
（1686年生）の両家の紋章を持った子供が描かれている。
　261．真鐙細工師
　真鑑細工師の親方，Joham　Kesterである。741番目の兄弟。1745年頃入所。
　この図は大変に損われていて，人物を描いた部分は全く欠除している。亦記
事の部分も名前の部分がかろうじて判読出来るだけであ乱
　26Z　財団理事者
　Endemdor∬のSigmmd　Christof　Harsdorferは1747年4月21日，メンデル家
12人兄弟館の理事者に選ばれた。そして1759年11月7日死去するまでその任に
あった。彼はニュルンベルク市の枢密顧問官，控訴院議員であり亦Cobe1の
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総督であり，山林主でもある。1689年8月22日の生れである。
　銀髪の霞，大きな二重のラフ飾り衿，栗色のテンの毛皮と黒色の毛皮が交互
になっているガウンを着用し，太い金鎖を斜にかけている油彩画で，羊皮紙上
に描いてある。額縁の頂上に彼Harsdorfer家の紋章を中央にして，彼の2人
の夫人Maria　Klara，旧姓Reich㎝bachのStromer（1696年生れで1735隼没）及
びMaria　Salome，旧姓KressensteinのKress（1706年生れで1790年没）の紋章
が左右に小さくかいてある。
　263v．細密画家
　細密画家のJacob　Lomerは1747年4月28日，65才の時入所。1755年1月19日
死去した。ニュルンベルク市民である。742番目の兄弟。
　机上に赤，青，黄の3色の絵具が溶かれている陶製の小皿と，細筆が浸して
ある水の入ったコップが並んでいる。そして彼の作品集であろうか或いは見本
集か，お手本集か，分らないが，小さな絵画帳をめくって示している。
　リネンの長形飾り衿をつけた館の制服の上にガウンを羽織った肖像画で，は
げ上った銀髪の柔和な顔付の人物である。
　264．　ろくろ細工親方　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．140
　ろくろ細工親方のJoham　Nicolaus　Geigerは，737番目の兄弟Georg　Hagens
（254v．，本稿，p．！36）の死去に伴い欠員が生じたので，1747年5月8日，
60才のとき入所してきた。彼は信頼するに足る親方であった。1748年自から望
んで退所した。
　交差させた2本の小型のヤスリが直径が3インチ程の真鎗球を貫いてい乱
更にこの球を，赤い紐で蝶緒びに飾りつけられた外径測定器のパス（外パス）
が挾んでいる。これは彼の職業のシンボルである。ろくろで挽いたこの真鎌球
も，小型のヤスリ，外パスも皆彼の手になる美事な作品であ乱リネン製飾り
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　F蛙140　ろくろ細工親方
（A㎜b．317b．プ，Bd皿一4，264〕
衿の制服にガウンを羽織り，このシンボルを手にした半身肖像画であ乱理知
的な澄んだ眼，きりっと結んだ唇，鼻筋の通った美丈夫である。
　264v．　小売商人
　小売商人のJoham　U1rich　Heinze1manは故Joham　Wo1fgangVogels（725番
目の兄弟，247v．，商学343号，p．225）と入れ替って1748年1月23日，75才の
時人所した。744番目の兄弟である。しかし1748年5月，自から望んで退所した。
　小箱から香油らしいものが入っている小瓶を取り出して示している半身肖像
画である。眼と鼻の大きな赤ら顔の健康そうな人物である。
265、織物親方
ニュルンベルク市民の織物親方Joham　K㎝rad　Freyは1748年3月18日，65
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才の時，退所したJoham　Nicolaus　Geiger（743番目の兄弟，264．，本稿p．145）
に替って入所。1761年5月21日，78才で死去した。745番目の兄弟である。
　館の制服の上に肩布が2重になっているガウンを羽織り，机によりかかって
いる半身肖像画である。机上には色とりどりの横縞模様の織り上った布と赤糸
を収めている秤が置いてある。
　265v．　ビール店の亭主　　　　　　　　　　　　　　　　Fi＆141
　ビール店の亭主のJoham　Michael　Wo1冊㎎は，故Matthaus　LinBner（738
番目の兄弟，255v．，本稿p．136）に替って1748年5月29日，62才の時入所
した。
そして1749年1月31日死去する。746番目の兄弟であった。
　肩布が2重になっているガウンを羽織り，机上の6角星形のビール店の看板
　　Fi＆141　ピール店亭主
（Amh3171〕．プ，Bd11＿4，265v．）
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を右手で支え示している。ビール店看板の中心には四角い白いボードが嵌め込
んであり，赤，白ワイン及び白ビールと書いてある。
　266、　コンパス（両脚器）作り親方
　コンパス作りの親方Joham　Jacob　B血rckは，退所したJoham　U1rich　Hein一
・elmams（744番目の兄弟，264v．，本稿p，146）に替って1748年5月29日，56
才の時入所。1769年ユ月4日死去した。747番目の兄弟である。
　肩布が二重になっているガウンを羽織り，机によりかかっている半身肖像画。
自から製作した大形の鉄製コンパスを手にしている。コンバスにはネジを刻ん
だ案内弧があり微動可能な精密なものである。
　266ワ．組み紐作り親方
　組み紐作りの親方Michael　Fao1wetterは1749年，70才の時，故Joham
Schmid（739番目の兄弟，256v．，本稿p．138）に替って入所。1753年9月12
日に死去した。ニュルンベルク市民であ乱748番目の兄弟。
　二重肩布のガウンを羽織り，白，赤，緑の3色の色糸で組んだ幅4センチ程
の美しい組紐を手にした半身肖像画である。
　267一金・銀製針金延引工
　金・銀製針金ひきのMarx　Grauは1749年2月15日，56才の時，故Joham
Michael　W欄i㎎（746番目の兄弟，265v．，本稿p．147）に替って入所した。
749番目の兄弟である。
　彼はもとはしっかりした職人であったが，2，3年に亘ってすっかり酒に溺
れてしまい，酔いどれて少しも悔い改めようとしなかった。！757年余り甚だし
くなったので，予告なしに牢に入れられ厳しく罰せられる始末であった。
　二重肩布のガウンを羽織り，沢山の孔が穿たれている線引き用のダイス板が
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置かれている机に手をついている。ダイスの傍には延引された銀線のリールが
ある。
　267v．コンパス（両脚器）作り親方
　コンパス鍛治の親方Joham　Car1Casparは1749年1月23日入所した。（書記
はミ故Wo1fgang　Stintschens　Stel1eに替ってミと記しているが，当該者は本書
中に見あたらない。）60才の時である。しかし1750年4月27日，自分の息子が
死去したという理由から退所を■申請して，退所になった。750番目の兄弟である。
　二重肩布のガウンを羽織り，手に自から製作したガッシリしたヤットコを
持っている。ヤットコの製作はコンパス作り工の仕事の一つであった。
　268．仕立屋
　仕立屋の親方Joham　B1eysteinerは，故Georg　Schwander（734番目の兄弟，
253．，本稿p．135）に替り，1749前10月10日，56才の時入所した。しかし大
酒飲みであること及び当館の理事者を罵倒し，侮辱して止まなかったので，
1756年館から追放されることになった。751番目の兄弟である。
　机上に赤い生地とラシャ鋏及び布製の尺度を置き，けわしい顔付で立ってい
る7分身肖像画である。
　268v．帳簿係，管理人　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．142
　帳簿係のWo1fga㎎Rec㎞age1は，館の管理人を務めた故Hemrich　Z差gerに
替って，1750年10月16日，46才の時来所したのである。当館の管理に当ったが，
1751年9月，自から希望して職を辞して去った。
　白髪のカッラを被り，飾りボタンが沢山ついた制服を着用し，傍の机にひじ
をかけている。手には管理人の職務を示す鍵束を持っている。机上には大判の
冊子が部厚く積み重ねてある。亦格子状に細かく区切った浅い箱が斜に立てか
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　Fk142帳簿係，管理人
（Amb．317b．2鉋，Bd皿＿4，268v．）
けてあるが何であるかよく分らない。どうやら活字を分類して入れてある文選
用の活字箱のようである。一体何に使うのだろうか？
　2691組み紐作り
　組み紐，モール作り親方Heinrich　Martin　Vogelは先に依願退所したJoham
Carl　Casper（750番目の兄弟，267v．，本稿p．149）の後をうけて，1750年11
月12日，58才の時入所した。しかし彼も亦1754年5月11日に自から退所した。
　自いカッラを被り，ガウンを羽織った半身肖像画である。手に自から作った
美しい繊細な模様を織り込んだ白銀色のモールを手にしてい乱
269v．　司祭子息
ChristophWilhelmErhardは1751年7月13日，40才の時，故JohamPaulus
328
　　　　　　　　「メンデル家12人兄弟館の書」について（13）　　　　　　151
Bram（735番目の兄弟，253v．，本稿p．135）に替って入所した。彼は聖霊
養老院の附属教会の主任司祭であるJoham　Wilhem　Erhard殿の息子である。
1772年11月23日死去した。753番目の兄弟。
　二重肩布のガウンを羽織り，「神はすべてを見通し給い，汝に恩寵を垂れ給う」
と書いてある聖書の頁を開いて持っている半身肖像画であ乱
　270．新教改宗者
　新教改宗者のMatthaus　SchienerはSteuemarckのZlemにユ745年から1750
年まで住んでいたのであるが，1751年9月2日，65才の時，当館に来所してき
たのである。しかし，1759年，自から望んで退所し，ハンガリーに移っていっ
た。754番目の兄弟。
　聖書の一頁を開いている半身座像である。
　270v．給仕人，管理人
　給仕人であった小Joham　Wi1he1m　Kauzmamは1751年9月13日来所した。
彼は結婚式場の係員をしている大Joham　Wi1he1m　Kauzmamの息子である。2，
3日前迄当館で管理人を務めていたWo1fga㎎Rec㎞age1（268v・，本稿，p－149）
の役の管理人勤務を出願し，1755年11月26日まで務めた。その後は，ニュルン
ベルク市役所の徴税人になり，更にフラウエン塔前にあった廠舎の監督を務め
た。
　飾りボタンが多数ある粋な館の制服を着用し，鍵束を持って事務机の前に立
つ肖像画である。机上の書写台には帳簿が置かれ，メモ帳も見られ乱机の傍
の引き出しのある棚には大きなライ奏製のパン塊が3ケ程重ねて置いてある。
食料や経費の運営・管理が彼の任務である。
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　　Fig．143指物師親方
（Amb－317b．グ，Bd　II－4，271）
　271．指物師親方　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fi＆143
　指物師の親方，C㎝rad　Car1は1753年11月5日，64才の時入所した。彼は
Laufの生まれで，Augsburgで指物師の親方になったのである。ニュルンベル
ク市に来て当市市民になり当館に入所することが出来たのである。故Michae1
Faulwetter（748番目の兄弟，266v．，本稿p．148）の替りであった。1764年
1月9日死去。755番目の兄弟である。
　机上に斜めに置いた製図版上に紙を張りつけ，コンパスを手にして家具の設
計図を描いている最中の半身肖像画である。製図板の下部には丁型定木が見え
る。傍に彼が創った美事な飾り戸棚がある。聰明な目付の穏やかな人物である。
271v．製本職人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rig．1似
製本職人であり聖クラーク教会の先唱者であるLeonhard　Glaserは1753年12
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　　　Fig．144　製本職人
（Amb．3ユ7b．γ，Bd　II－4，271v・）
月24日，57才の時，故BurkhardB鮒ner（740番目の兄弟，257．，本稿p．138）
に替って入所した。そして1760年3月3日死去しれ756番目の兄弟であ乱
　彼は従順な人物であったが，非常に強い酒飲みであった。厚紙を背表紙と表
紙に糊付けし終え，締め板でしっかり締め，装丁の最終工程に入った本を手に
した半身肖像画である。背後には印刷冊子を重ねたかがり台が見え㍍
　272．古靴修理
　古靴修理職人のFrie吐erich　Hero1dは1754年5月16日，73才の時入所した。
先きに自から望んで退所したHeinrichMartinVoge1（752番目の兄弟，269、，
本稿p．150）と入れ替ったのである。ニュルンベルク市民であった。1757年
死去。757番目の兄弟である。
　彼は爪先がきわだって尖っていて鈎り上っている特殊な形の大きい靴木型を
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手にしている。この木型の前部底面左右両側に木製のボルトの様なものがねじ
こんである。一体何なのであろうか？
　272・．靴屋　　　　　　　　　　　　　　　F性145
　靴屋の親方AndreasSpenerは，故JacobLomer（742番目の兄弟，263v．，
本稿p，145）に替って，1755年2月7日，69才の時入所した。そして1759年
か60年に死去した。ニュルンベルク市民である。758番目の兄弟。
　彼は先端に靴模型のある靴屋用尺度を手にし，机の前に立っている。机上に
は踵の高い先の尖った赤い色の婦人用靴が置いてある。この靴の前部にはバン
ド状の押えのある酒落れた靴である。
　　　Fig145靴屋
｛A皿b．317b．2曲．Bd　II－4，271v．）
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　273．管理人
　商人であるJoham　Franz　Stenglinsの息子のGeorg　Franz　Steng1inは1755年
12月20日，当館の管理人に委嘱され，178工年まで務めた。彼は独身のニュルン
ベルク市民である。
　白髪のカツラを被り，レース飾りが手首や縁についてる優雅な白シャッを着
用し，沢山の飾りボタンのある館の制服を着ている。今驚ペンを持ち帳簿に記
入しているところである。斜面書写台に置かれている帳簿の頁に1756年5月2
日の日付が見られる。傍の引き出しのある書棚には帳簿が4，5冊程きちんと
並べられている。
　2ア3v．製本屋親方
　製本屋の親方のJohamSchonbergerは1756年8月11日，先に追放された
Joham　Bieysteiner（268．，本稿p，！49）の後をうけて入所してきた。ヱ762年
7月22日死去。759番目の兄弟である。
　白髪のカツラを被り，二重肩布の館のガウンを羽織った彼が，自から製本し
た書物を手にしている半身肖像繭である。彼の背後には製本が完成した書物や
製本を待っている印刷冊子が積み上げられている。
　274Iコンパス（両脚器）作り
　コンパス作りのJohamCar1Haubnerは1757年9月24日，目を悪くしてしま
い，34才の若さであったが入所してきた。一彼はコンパスだけでなく銀の酒杯な
ども作った。
　大変粗野な人物で，遂には精神障害に陥り現在の西門に近いところにある市
壁塔内の癩：癩院に入れられてしまった。そして1790年11月11日院内で淋しく死
去した。769番目の兄弟である。自製真録製のコンパスを手にした肖像画であ
る。
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　274v．陶工
　陶工のJoham　Br㎜nerは1758年8月10日，69才の時，1757年10月末入牢さ
せられたMarx　Grau（749番目の兄弟，267．，本稿p．！48）に替って入所した。
そして1760年死去した。761番目の兄弟であ㍍
　男やもめで，うすよごれた不潔な人物であった。図は地下食料庫内のようで
ある。棚に置かれたワイン樽の前に立った半身肖像画である。
　2751組み紐作り
　モール作りのJoham　Matthaus　Hagenauerは1750年6月9日，56才の時，退
所したMatthaus　Schiener（754番目の兄弟，270．，本稿p．151）に替って入
所した。1761年自分から出願して退所し，そして1762年1ユ月2日死去した。
762番目の兄弟である。
　自分で製作した金糸の広幅モールを巻いた束を手にして示している半身肖像
画である。
　276．財団理事者
　Eschenbachの太守であるJobst　Wi1he1m　Ebnerは1759年11月28日，メンデ
ル家12人兄弟館の理事者に推挙され，1763年迄その職を務めた。1717年3月21
日の生れで1763隼5月20日に死去された。彼は亦Hirschbach，GrOnteuth，
6denbergにまたがった各地の参事会員，枢密顧間官，控訴院官，森林管理官
を兼ねており，総督でもあった。
　白銀の豪華なカッラをつけ，ゆったりした大きな二重のラフ飾り衿をし，テ
ンの毛皮が幾筋もある黒革のガウンを羽織り，金のボタンをつけた金縁のある
服を着用。そして二重の金鎖を斜にかけている。優雅な気品のある顔付である。
この油彩画の額の上部に彼の紋章と彼の2人の婦人の紋章が披かれている。即
ちMaria　HeIene，旧姓HarrlachのHolzschuher（1724－1743）とHe1ene　Eleonore，
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ユ57
　277．真鑑細工師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．146
　真鎗細工師のJohamFriedrichBramは1760年2月17日，65才の時，故
Andreas　Spener（758番目の兄弟，272v．，本稿p－154）に替って入所してきた。
そして1767年6月10日死去した。ニュルンベルク市民である。763番目の兄弟。
　晦、146真録細工師
（Amh317b．Bd皿一4，27η
彼は館の12使徒礼拝堂に美事な真鑑製燭台を寄進した図は自から製作した
真録製の吊り下げ香炉を手にした半身肖像画であ㌫大粒の鈴がついている下
げ鎖が長く垂れている。
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　277v．小売商
　小売商人のGeorgJacobKunzelは1760年5月10日，63才の時，故Joham
Brmner（761番目の兄弟，274v．，本稿p．156）に替って入所した。そして
1765年12月23日死去。ニュルンベルク市民である。764番目の兄弟。
　手にカードを持っているがメモか伝票であろう。インク壷が2個並んでいる
斜面書写台のある机の側に立った半身肖像画である。
　278、鉛白作り　　　　　　　　　　　　　　　　　晦．147
　白色顔料作りのHeinrich　Hopfは1760年5月10日，71才の時入所した。そし
て同年5月26日死去した。ニュルンベルク市民である。765番目の兄弟。
　引き蓋のある木箱を手にした半身肖像画である。背後の棚にも手にしている
木箱の借位の大きさの同様の木箱がいくつも見られる。この木箱に自粉或いは
白色絵具・ペンキ用の一定量の鉛白が入っていて，これを単位にして販売して
Fi＆147鉛白作り
（Amb．317b．ヅ，Bd皿＿4，278〕
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いるのであろうか？　どうであろう。
　鉛白は，化学成分が塩基性炭酸鉛2PbC03，Pb（OH）2の平均粒径が3×10■㌔m
程の無定形白色粉末で，白色顔料として著名である。被覆力，附着力が共にす
ぐれており，しかも油とよく混じることが出来るという特性を持つので，ペン
キ，油絵具や白粉の材料としてよく使用される。しかし鉛中毒で知られるよう
に有毒であるので19世紀頃から白粉として使用することは禁じられた。
　鉛白の製造法は，紀元前の4～3世紀・テオフラストス（Theophrastos）の
時代には，鉛板を強い食酢や，ワイン製造の際に出来る酸敗残津液に浸すか或
いは液を振りかけるかして製した。亦密封容器中で鉛板を酢の蒸気にさらして
製したという。オランダ法，ドイツ法，フランス法という近代化における製法
も大体同様である。
　このようにして製られた鉛白がギリシヤや古代ローマで白粉として使用され
ていたようだ。しかし元来自然さと健康美を愛したギリシヤでは化粧白体が特
殊な職業人に限られていて発展しなかった。その発展はアレクサンドロス大王
以後東方との交流が盛んになってからで，この頃ブロンドの髪と白い肌を愛で
ることが始まり，白粉を使用する習慣が古代ローマの上流婦人の間に大いに普
及するようになった。しかし古代ローマの滅亡は化粧の発展にも影響を与え以
後中世ヨーロッパ時代の後半まで中断する。そして化粧が再び盛んになるのは
商工業の発展により都市が興隆し，都市貴族が富裕さと権力にまかせて甚だし
く華美な服装を纏うようになってからである。特に肌の白さを一層際立たせる
化粧が行われるようになり，その為，つけぼくろを書いたり，墨で眼の周りを
隅どる等が行われた。しかし何といっても伝統的化粧料である白粉化粧が主流
になり，大量に消費されるようになったのである。こうした厚化粧の流行も18
世紀半になると，自然美尊重の風潮の下に淡白な化粧に変ってゆくことになっ
た。そして更に19世紀に入ると白粉は有毒な鉛白に代って無害な亜鉛華が登場
し，鉛白の時代は終るのであるむ
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　278v．女子料理人
　料理人のAm　Su。。n．Wumi。は1761年5月4日，退職した女子料理人B。。．
bara　Burckens（255．，本稿p．136）に替わって当館に務めることとなった。
彼女はパン屋のLeonhardPau1Wurmsの未亡人である。よく勤めてくれたが
1780年大変な病気を患い，遂に病室に入らねばならぬ程となり，2，3週間に亘っ
て世話人をつけ看護にあたったが1780年12月13日死去した。黒いレース編みの
キャップを被り，首のところでしっかりと結んでいる。温かそうな白生地のシャ
ツの上に首廻りを広くえぐってあるジャンパースカート風のものを着用してい
る。今，毛をむしられて丸裸の鶏を調理するところである。傍に縁廻りに模様
が画かれている片手付の壷が置いてある。この壼は土焼きでなく，紬がかかっ
た陶器である。鍵のかかる扉のついた戸棚の中にも蓋付の陶製壼が見られる。
亦浅い桶状の陶製容器がある。背後の平炉には燃えさかる炎の中，三脚つきで
蓋のある深鍋とこれ亦蓋のある大きな壼が置かれている。
　279　秤作り
　秤作りのAdoluhDei㎜ertは1761年6月19日，49才の時，故JohamConrad
Frey（745番目の兄弟，265、，本稿p，146）に替って入所した。そして1783年
11月24日死去した。766番目の兄弟。ニュルンベルク市民である。
　自製の天秤と箱に収めた分鋼を前にした半身肖像画である。
　279v．　白なめし職人
　白韓職人のJoham　Christoph　Gobelは1762年12月10日，69才の時，退所者の
Joham　Matthaus　Hagenauer（275．，本稿，p，156）に替って入所した。I767年
6月14日，肺結核で死去した。767番目の兄弟。
　韓し終えた革が吊り下げられている傍に立っている半身肖像画である。そし
て彼の前には軽した革を引き延しながら艶出しをする鉄製球をつけた台があり，
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　280．商人
　若い商人のJohamPeter　Schottは1762年9月10日，40才の時，故Joham
Schδnberger（759番目の兄弟，273v．，本稿p．！55）に替って入所した。そし
て1791年か92年に死去した。768番目の兄弟である。
　美しく彩色してある小箱を大事そうに小脇に抱えてい私メモや契約書・帳
簿などの重要書類やコインが入っているのだろう。背後の机には旅行用の革袋
らしいものが見られる。
　282．財団理事者
　KressensteinのChristoph　Carl　Kressは1763年6月9日，メンデル家12人兄
弟館の理事者に選出された。彼は枢密顧問官であり亦市防衛隊長，筆頭租税長
官，管区首席大使も兼ねている。1723年1月10日生れで，1791年3月14日に死
去した。そして没するまで館の理事者の地位にあった。
　白銀め豪華なカッラと大きな二重ラフ飾り衿，そしてテンの毛皮を幾筋もつ
けた黒革のゆったりとしたコートを着用している。コート袖付の部分はもり上
げてあって酒落てい乱非常に聰明そうなきりっとした顔付に画かれている油
彩画である。額縁の頂上には彼の紋章と婦人Sofie　M劃ria，旧姓Kressenstein
のKress（1726年生れ，1802年没）の紋章が画かれている。
　283．蹄鉄鍛冶
　蹄鉄鍛冶のAndreas　Lδwは1764年2月7日，故Conrad　Carl（755番目の兄
弟，271．，本稿p，152）に替って入所したが，13年間の長い問病床に伏し，
1783年1月22日死去しれ死因は足や顔面に生じた狼瘡の損傷によるもので
あった。（狼瘡は紅褐色の班紋を生ずる結核性皮膚病である。）ニュルンベルク
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市民。769番目の兄弟。
　大きな金敷が据えられている木台の側，重量感のある短柄の金槌を手にして
いる肖像画である。木台上には鍛え上げた蹄鉄が見られる。
　2841仕立屋
　仕立屋の職人JohamStephanAppoltは1764年2月17日，故Joham
Leonhard　Roschlaub（732番目の兄弟，252．，本稿，p．134）に替って入所した。
病弱で長年に亘り患っていたが1785年5月26日死去。ニュルンベルク市民であ
る。770番目の兄弟。
　赤いラシャ生地，ラシャ鋏が載っている作業台に向いテープ尺を手にした肖
像画である。
　285、商人
若い商人JohamGottfriedWagnerは1766年1月28日，44才の時，故Georg
Jacob　Kmze1（764番目の兄弟，277v．，本稿p，158）に替って入所した。以
前から多少精神薄弱気味であった。二，三ヶ月病に伏して後1783年6月死去し
た。・誠実で温和な人物であった。771番目の兄弟。
　白髪のカツラを被ってい乱メモ用紙を繰りながら帳簿記入をしていたので
あろう。今一寸休憩のコーヒを喫しているところである。斜面書写台にはイン
ク壷と羽根ペンが見える。
　286、組み紐作り　　　　　　　　　　　　　　　　　F晦148
　モール作りの親方Joham　Georg　Friederichは1767年1月19日，70才の時，
故Joha㎜FriedrichBram（763番目の兄弟，277、，本稿p，157）に替って入
所した。！767年7月23日，丁度退所させられるところであったが，急に危篤状
態に陥り死去した。この様な経緯にも拘らず修道士として修道院内に埋葬され
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　　晦．148組み紐作り
｛Amb，317b．2o，Bd皿＿4，286）
た。772番目の兄弟。
　自製の幅広の金モールを手に示している。机上の薄い箱には金・銀・ブルー
のモールが収められている。
　286v．仕立屋
　仕立屋の職人Christoph　Beni馴us　Bezze1は1767年6月23日，35才の時，故
JohamChristophGobe1（767番目の兄弟，279v．，本稿p．160）に替って入所
した。彼はどうしようもないならず者であった。頻繁に館を脱け出して浮浪者
になったり，泥酔して廻ったりし，大変な迷惑を館にかけ通しであった。足か
せをはめられることも慶々で，遂には引続いて7回も同じ様な矯正・罰を受け
る始末に，身内・親族も呆れて浮浪者収容所に収容することを願い出た。そし
て1785年2月19日，矯正施設に入れられた。773番目の兄弟である。
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　287、大鎌鍛冶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F虹149
　草刈り用大鎌作りのFerdinand　Ederは1760年10月9日，64才の時，故
Joham　Georg　Friederich（772番目の兄弟，286．，本稿p．162）に替って入所
してきた。彼はオーストリアからの亡命者であった。そして自から望んで同年
12月18日退所することになった。774番目の兄弟である。
　　Fi＆149大鎌鍛冶
（Amb．317b．プ．Bd　II＿4，287〕
　鍛え上げた大鎌の刃を手にした半身肖像画である。製作途中のもう一枚の刃
が作業台上に置かれている。大きな革輔が設けられている鍛冶炉では炭が白熱
している。
　大鎌は立ったま・で両手で使用する長柄の能率の良いものであるが，農民達
は初め容易に使用しようとしなかった。馴れないので仲々難かしいものだった
し，上手に使用出来ないと馬鹿にされたので，馬鹿にされることを恐れて，従
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来の手馴れた手鎌を好んだのであ乱しかしその使用は除々に拡がってゆき，
やがて草刈用の主流を占めるにいたった。
　287v．蹄鉄鍛冶
　蹄鉄鍛冶のU1rici　Harrerは1768年3月4日，54才の時，前記のFerdinand
Ederに替って入所した。1794年死去。775番目の兄弟である。
　288．駁者，郵便馬車の駆者　　　　　　　　　　　　　Fi＆150
　駁者で，郵便馬車の駆者も兼ねていたJoham　Mul1erは1769年1月23日，55
才の時，親戚でニュルンベルクの医師で植物学者のChristoph　Jakob　Hofrath
Treuに要請し，当市の市民ではなかったが入所を願い入所してきたのである。
そして1779年2月9日死去した。776番目の兄弟である。
　F転150郵便馬車の駁者
（AlIlb．317b．ヅ．Bd　II＿4，288〕
3鴫
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　館の制服に二重肩布のマントを羽織った半身肖像画である。壁面に房のある
飾り紐が結んであるホルン型の真録製ラッパが掛けてある。このラッパは郵便
馬車の駆者，郵便屋が使用するもので，ラッパは郵便のシンボルである。そし
て現在ドイツ郵便事業のマークになっている。
　289．木挽
　Harderm口hlの木挽職のJoham　Peter　E1belは1771年6月21日，63才のとき，
故Heinrich　Hopf（765番目の兄弟，278．，本稿p．！58）に替って入所した。
彼の職場であったHardermOhlが1767年火事によって総てが失われてしまった
ことによる。そして1785年8月23日に死去した。777番目の兄弟である。
　館の制服とガウンを着用していて，厳しい顔付で窓の傍に座し本を開いてい
る半身肖像画である。窓外には彼の職場における製材小屋が画かれている。赤
瓦の屋根の小屋で，内部にがっしりした枠組の上下往復動する大きな製材鋸が
あり，製材中である。この木挽鋸は水車で運転されている。小屋の前面には製
材待ちの木材が重なってい乱製材層を燃す炉が小屋の背後にあると見え高い
煙突が見えるが，そこの辺から濠濠と煙が立ち登っている，どうやら火事のよ
うである。彼の顔付が厳しいのはこの為のようだ。
　289v．　商人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．151
　かつて交易商人であったAndreas　Serzは1772年12月15日，50才の時，彼自
身ニュルンベルク市民であったが，義兄弟の山林監督官に入所を頼みこみ，故
Christoph　Wilhelm　Erhard（753番目の兄弟，269v．，本稿，p，150）に替って
入所することが出来た。そして1793年6月7日死去した。778番目の兄弟である。
館の制服とガウンを着け，ぴったりした灰色のカツラを被っている。豪華に装
丁されている沢山の帳簿に囲まれるようにして立っている。戸棚の上部にある
ペン立て付きの大きなインク壼には何本かの鷲ペンが挿してある。彼の背後に
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　　　晦．151商人
（Amb．3ユ7b、プ．Bd　II－4，289v。）
開いている大きな窓からは，商品の運搬・貿易に使用する大きな帆船が見え乱
船尾に三階建のヤグラと居室のある立派な船で，帆を張り旗をなびかせている。
　290．　牧師子一息、
　若い牧師GeorgChristophSchede1は1773年6月26日，32才の時，故Joham
Georg　Seide1（733番目の兄弟，252v．，本稿p，135）に替って入所した。彼は
ニュルンベルク市の聖Jakob教会の牧師補であるAdamRudolfSchedelの息子
である。父のSchedelはSchede1家の中心人物で遺産の相続人であった。779
番目の兄弟である。
　白銀のカツラをつけ，館の制服とガウンを着用し，豪華な装丁本が重ねてあ
る机を前に立っている肖像画である。
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　290v．金糸作り
　以前金糸作りをしていたSim㎝F血rtha1erは1779年3月12日，89才の時，故
Joham　M口11er（776番目の兄弟，288．，本稿p．ユ65）に替って入所。1784年死
去した。ニュルンベルク市民である。780番目の兄弟。
　糸巻に巻いた金糸を手にした肖像画である。金糸はモールや刺繍に使用する。
右の眼尻にちょっとあざのある柔和な大きな顔の人物である。
　2911女子料理人
　女子料理人のKunig㎜da　Ruhrauinは1785年12月20日，50才の時，この月の
ユ3日に死去した料理人Ana　Susana　Wurmi皿に替って当館の料理人として勤務
することになった。しかし職務上のミスで1785年退職することになった。彼女
はニュルンベルク市民で，鈴作りのGeorg　Ruhraufの未亡人である。
　髪の毛がおちこまないように両頼まで覆えるつばのレース編み帽子をきちっ
と被り，ルビーの様な赤い小珠の首飾りをしている。そして水玉模様のブラウ
スを着て，大きな前掛けを掛け調理台に向かっている。まな板の上に置かれた
鯉をナイフで料理にかかるところだ。側には内側が錫メッキしてある銅製のた
らいが置いてあり水が張ってある。その先のバスケットにはブロッコリやみず
みずしい色の葉がよくついている細根の野菜が一杯入っている。
　2921　クロース蘭人，管理人
　クロース商人のAndreasSiebenkaeBは1781年4月6日，管理人であった
Georg　Franz　Stenglins（273．，本稿p．155）に替って管理人として来所した。
そして1784年まで務めた。独身で，1785年1月19日死去した。
　両耳のところで髪をカールし，髪の後部をリボンで結んだ粋な姿をしている。
赤いチヨッキに飾りボタンが沢山ある上着を着用している。酒落者である。鷲
ペンを手にし帳簿に記入している。周囲に沢山の帳簿が並び，壁面には管理人
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のシンボルでもある沢山の鍵を東ねた輸が掛けてある。クロース商人は亜麻布
や綿布を主として取扱う商人である。
　292v．　商人
　商人のAndreasVolkmarSchneiderは1783年5月23日，59才の時，故
Andreas　Low（769番目の兄弟，283．，本稿，p．16！）に替って入所した。彼
は当市の或る市民の息子で，Wi㎝で奉公し，そこで商売を覚え，商人になっ
たのである。1790年7月6日死去。781番目の兄弟。
　館の制服とガウンを着用し，髪を耳の上でカールし，後部をリボンで束ねた
姿で，帳簿を丹念に調べている肖像画である。
　293、従僕
　Buiretteの領主に仕えていたJoham　Stefan　Koh1erは1784年7月30日，36才
の時，視力が衰えたという理由で入所してきれ1793或いは94年かに死去した。
彼はGr衙ndlachの生まれである。782番目の兄弟。
　館の制服に二重肩布になっているガウンを羽織り，髪の毛は前記の2人と同
様にカールしリボンで束ねている。この当時の流行なのかも知れない。傍の机
上には赤色の生地とラシャ鋏そしてテープ尺が置いてある。彼は手にナイフを
持っている。仕立てをしているらしい。従僕は主人の服の仕立てもするのであ
ろうか。
　293v．商家従業員
　商店の従業員のJoham　Adam　Emst　Zobe1は1784年5月7日，38才の時，故
SiI皿㎝F口rthaler（780番目の兄弟，290下．，本稿p，168）に替って入所した。
ニュルンベルク市の聖ゼバルト教会の管理人を勤めていた牧師Niko1aus　Emst
Zobelの息子である。心情的な疾患に大層苦しんでいた。783番目の兄弟であ
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る。
　緑色の布が敷いてある大きな机と斜面書写台の前に，白銀のカッラを被り館
の制服とガウンを羽織った彼が立っている。机の上部には帳簿や用紙の山，イ
ンク壼，鷲ペンが雑多に置いてあり，亦彼の足もとには鉄製のバンドががっし
りと付いているトランクがある。帳簿の類か貨幣か或いは貴重な商晶が入って
いるのであろう。背後の窓からは高高と立つマストに旗をなびかせた大きな帆
船が見える。
　294。旅亭主人，管理人　　　　　　　　　　　　　　　　Fi＆152
　JohamPhilippLippo1tは1785年2月4日，61才の時，当館の前管理人
Andreas　SiebenkaB（292．，本稿p，168）に替って管理人を務める為に来所し
た。そしてユ795年死去するまで勤務してくれた。彼はニュルンベルク市民であ
F転152旅亭主人，管理人
｛Amb－317b．グ，Bd　II＿4，294）
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り，コルンマルクトー広場に面した旅亭“赤い小馬”の主人であった。
　館の制服の上に飾りボタンが沢山ある上着を着け，髪をきちんとオールバッ
ク風にして後部でリボン結びにしている。亦両びんのところは耳の上でカール
してある。顔色のよい非常に柔和な顔付である。執務室の壁面には管理人のシ
ンボルの鍵束が掛けてあり，机上には沢山の帳簿と鴛ペンが置かれている。今
1冊の帳簿を開き，巻き物状のメモ用紙の記録と対照しチェックしている。帳
簿には購入或いは消費したビールなどの数量や品名が書かれている。
　294v．女子料理人　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fi＆153
　女子料理人のAma　CatharinaJustina　Hessenauerinは1785年2月13日，5C才
の時，前任者Kmi馴nda　Ruhrau行n（291．，本稿p．168）に替って来所した。
そして1795年に死去するまで当館の料理人として勤務してくれれ
　　F蜂153女子料理人
（Amb止3ユ7b．㌘，Bdπ＿4，294v一〕
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　彼女はAnsbachの領主の駁者の娘である。父はすでに死去したが勤務振り
は立派で尊敬されており評判の良い人であった。
　彼女は白いレースで編んだつばの広い帽子をすっぽりと被り，細い粒のガー
ネットのネックレスをしてい孔大きなスカーフで肩を覆い，ホールターネッ
クラインにしてい乱そしてキルティングしてある長袖上着とスカートを着し，
エプロンをしている。今脂の多い肉のかたまりを先端が2叉になっている細長
い柄の道具で，脂の部分を細く削り取っている。側の平かまどでは鳥を串にさ
して回転させながらローストしている。したたり落ちる油受用の金属製浅皿が
直下に置かれている。
　295．走り使い
　走り使いのJoham　Adam　Nikolaus　Eckertは1785年4月29日，70才の時，退
所させられたChristophBenignusGottfriedBezze1（773番目の兄弟，286v．，
本稿p－163）に替って入所し，工789年9月25日死去した。ニュルンベルク市
民である。784番目の兄弟。
　室内に立つ半身肖像画であ私窓外には槍を持ち両膝をサポーターで締め，
半長靴をはき，鞄を肩に，帽子を被った走り使い姿の彼が，立木が茂っている
凍しそうな池の辺にたたずんでいる様が異時同図で画かれている。
　295v．　コンパス作りの親方
　コンパス作り親方GeorgFriedrichKnabは1785年6月18日，69才の時，故
Joha㎜Stephan　Appolt（770番目の兄弟，2糾、，本稿p．162）に替って入所，
1788年6月1日死去した。ニュルンベルク市民である。785番目の兄弟。
　彼は全く敬神的で温和な正直な人物であった。館の制服とガウンを着け，燃
えさかる鍛冶炉の前で自製の案内孤付微動コンパスを手にした半身肖像画であ
る。
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　296．庭師の子息
　園芸家の息子であるJakob　Gebhardは1785年12月16日，34才の時，故
Joham　Peter　E1be1（777番目の兄弟，289．，本稿p．ユ66）に替って入所，1798
年死去した。786番目の兄弟である。
　園芸家の息子を暗示するヤグルマ草の鉢を傍に置き，ミ魂よ永遠なれミと大
書してある書籍を開いて座している半身肖像固である。いかにも弱々しい顔付
である。
　296v．組み紐作り職人
　モール作りの職人Michae1Baumは1785年6月20日，48才の時，故Joham
Gottfried　Wagner（771番目の兄弟，285．，本稿p．162）に替って入所した。ニュ
ルンベルク市民である。787番目の兄弟である。
　広い額，細面のけわしい顔付の人物で，白製の幅広い金モールを示している。
　297．　ボタン製造親方
　ボタン作りの親方JohamMecksepperは1788年8月27日，67才の時，故
Georg　Friedrich　Knab（785番目の兄弟，295v．，本稿p，172）に替って入所，
1788年12月24日死去した。788番目の兄弟。
　自製の銀色のボタンをきちんと並べ着けた厚紙を前にして座している半身肖
像画で，手に銀色の小形の吊り下げ財布を持っている。彼は非常に品行方正な
敬慶な人物であった。
　大変痩せこけているので厳しい顔付になっている。側には豪華な書棚が置か
れている。
　ユ3世紀以前のヨーロッパで衣服の留め具はどんなであったろうか，衣服の含
わせ目に穴をあけ，紐を通して結ぶか，留めピンを用いるかで，未だボタンと
ボタンホールを用いるのは無かったようである。十字軍の頃になって，結んで
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固めた紐を，ループ状にした紐の輸に入れる方法が中国から伝えられ，これ以
後ボタンの使用が始まったと言われる。フランスのルイ9世（1222－70年）が
数珠製作職人にボタンを作ることを許可したという記録がある。ここにボタン
ホールとボタンの出現が見られる。ボタン製作の材料には木，貝殻，角，骨，
金属，ガラス，陶器などが用いられる。ボタンは衣服の留め具としてだけでな
く装飾用にも用いられ，金，銀や豪華な布で包んだボタンもある。
　297v．農夫
　Grund1ach出身の農夫NicolausFδrtherは1789年3月6日，70才の時，故
Joham　Mecksepper（788番目の兄弟，297．本稿，p，173）に替って入所し，
1798年から99年の問に死去した。789番目の兄弟である。
　丹精のピンクと黄色のバラの鉢を前に，館の制服とガウンを着用して立った
堂々たる体躯の半身肖像画である。
　298、真録細工師　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fi＆154
　真鎗細工師のJoham　Adam　Pr竈㎞erは1789年11月1日，70才の時，故
Joham　Adam　Nikolaus　Eckert（784番目の兄弟，295．，本稿p．172）に替って
入所した。ニュルンベルク市民である。790番目の兄弟。
　自髪のカツラを被り，痩せ気味の厳しい顔付をしていて，自製の真鑑の飲み
口を示している半身肖像画である。この飲み口には，ハンドル部分と蛇口部分
にドルフイン像及びその頭部が精巧に美事に鋳造．細工されている。彼の腕ま
えのほどが窺える豪華な作品である。
　2987．ブドウの房亭主人
　ニュルンベルク市のブドウ酒酒場“ブドウの房”亭の主人GeorgBra㎜は
1790年7月21日，69才の時，故Andreus　Volkmar　Schneider（781番目の兄弟，
352
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　　Fi㌫154真録細工師
（Amb．317b、プ，Bd　II－4，298）
292v．，本稿p．169）に替って入所した。ニュルンベルク市民である。791番
目の兄弟。
　彼は“ブドウの房”亭自慢の自ブドウ酒を注いだグラスを傍に置き，鷲ペン
を手に帳簿をひろげているようだが，この部分が欠落しているので定かではな
い。ぬけ目のない顔付の人物である。
　299、　陶工
　陶工のJohamLe㎝hardSeibo1dは179ユ年2月20日，82才の時，故Joham
Car1Haubner（769番目の兄弟，274．，本稿p．155）に替って入所し，1793年
2月2日死去した。ニュルンベルク市民である。792番目の兄弟。
　開き戸がある戸棚の上に，コルク栓をした長首・片手付きの陶製の瓶及び飾
りコックのついた飲み口のあるワインの小樽，錫製の蓋付ジョッキが並んでい
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る。酒好きの柔和な知的な顔付の人物である。戸棚の前には開かれている書物
が置いてある。彼が陶工であるのを示すようなものは図中見あたらない。
　300．財団理事者自筆文書のきれはし
　1550年就任し1565年に免除された当館の理事者Hieronymus　Sch口rstab（1，
Fi＆2，商学333号p．242）自筆の文書のきれはしである。縦に半分欠落して
いて判読が困難である。
　以上でメンデル家12人兄弟館の書の第2巻は完了した。続いて第3巻に入る。
第3巻の図版は欠落が多く，僅かに13葉で，しかも登録番号は飛び飛びである。
いづれも半身肖像画であり，技術史資料としては見るところを欠くもので甚だ
残念なことである。
　メンデル家12人兄弟館の書はこの第3巻13葉にて終わる。そしてメンデル家
12人兄弟館も亦，1807年10月1日，当市の聖霊病院（Hei1ig＿Geist＿Spita1）に
統合されてその使命を終えた（商学302号，p．171）。
第3巻
3．～5． ニュルンベルク市カルトイゼル街の慈善財団
メンデル家12人兄弟館に就任された
尊敬すべき理事者諸公の記録簿
1388年
1414年
141里年
1423年
354
　　　　　　　　　　　　（第1巻）
創設者Conrad　Mendel　I世・当館を興す。
死去。当館の礼拝堂に埋葬する。
　　　　Peter　Mendel　I　　　　　　　　ユ423隼死去。
　　　Wilhelm　Me皿de1　　　　　　　1425年死去。
1425年
1438年
1452年
1473年
1486年
1510年
1519年
1522年
1528年
1533年
1540年
「メンデル家12人兄弟館の書」について（13）
Marck刮rd　Mende1皿
Peter　Mende1皿
Peter　Mende1皿
Pauhls　Volckamer
Marqu肛d　Me皿de1
Conrad　Mendel
Hams　Imhof　Sen
Hanns　Vo！kamer
Andreus　Imhof
Sigmund　Held
Georg　Lndres　Beuder
1438隼死去。
1452年死去。
1473年死去。
1486年解任。
1510年解任。
1519年死去。
1522年死去。
1528年依願退任。
ユ533年解任。
177
1550年
1565年
1589年
1603年
1613年
1616年
1636年
1655年
ユ663年
1667年
1670年
1711年
1725年
　　　　　　　　（第2巻）
Hieronimus　Schurstab
Wil11ba1d　SchtuBelfelder
Joachim　Nuze1
Jobst　Friedrich　Tetzel
David　Hartzdor土er
Georg　Abr目ham　Poemer
Hams　AIbrecht　Hauer
Jobst　Cristoph　KreB
Paulus　Harsdδr苗er
Johan　Sigm皿nd　Ha1ler
Andreas　Georg　Paumgartner
Gustav　Georg　Kezel
Cronhard　Grundherr
ユ565年解任。
1589年死去。
1612年死去。
1616年死去。
1636隼解任。
1654年死去竈
ユ663年死去ボ
1666年死去む
1670年死去。
解任。
1725年解任。
1725隼3月3日死去。
355
178
ユ725年
ユ744年
1747年4月21日
1759年11月28日
1677年
1679年
ユ687年
1689年
1690年
1697年
1709年
1763年6月9日
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Hier㎝ymus　Wi－he1皿Ebner
Johann　Caエ1Ebner
Sigmund　Christof　Harsdorier
Jobst　Wilhelm　Ebner
Georg　Cl1ristoPh　Volka皿er
Jobst　Christoph　KreB
Pau1Albrecht　Kieier
Christoph　Surer
Carl　Welfer
Johan　Cari　Schf口Belfeld
Georg　Burkhard　Hal1er
KressensteinのChristoph
Carl　KreB
1744年解任。
1747年3月19日死去。
1759年11月7日死去。
1763年5月20日死去。
ユ679年死去。
1687年解任。
1688年解任。
1690年死去。
1697年解任された時に死去する。
ユ709年解任同じ日に死去する。
1711年5月16日死去する。
1791年3月14日死去。
ユ79ユ年4月19日
　　　　　　　　（第3巻）
Haime皿doriのSigmmdFriedrichFOrer
　10．財団理事者
　HaimendorfのSigmndFriedrichF口rerは1791年4月19日，ニュルンベルク
市参事会から選ばれて当館の理事者に就任した。彼は1737年10月23日生れで
1809年8月9日に死去した。ニュルンベルク市参事会員であり，枢密顧官，付
属神学校校長，Ober　A1㎞osの理事者でもあった。
　銀髪のカッラをし，歴代の理事者達と同様な衣服を着用している彼の油彩肖
像図は1791年Georg　Kar1Urlaubによって画かれたものである。この絵を飾る
額縁の頂上には彼の紋章と夫人Sofie　Maria，旧姓HallersteinのHal1er（1743
－1816）の紋章が描かれている。
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　19．法学教授
　法律の大学教授で博士であるPau1Jacob　Birknerは1792年2月13日，44才の
時，故Johan　Peter　Schott（768番目の兄弟，280．，本稿，p，161）に替って，
市からの命によって入所してきた。そして1800年4月22日死去した。793番目
の兄弟である。1769年のAltdorf大学の学籍簿に彼の名前は登録されている。
　白髪のカツラを被り，館の制服とガウンを着て，鷲ペンを執り机に向ってい
る半身肖像画であ私机上にも亦傍の書棚にも沢山のメモ用紙が束になってい
る。思索にふけっているような顔付である。
　21．書籍印刷者
　書籍印刷者のJoham　Michael　Schad1ichは1793年3月5日，59才の時，故
JohanLeonhardSeibo1d（792番目の兄弟，299．，本稿，p，175）に替って入所
’した。794番目の兄弟である。
　館の制服とガウンを着用した，端正な顔付の人物である。彼の背後には細か
く区切ってある文選用活字箱が斜めに傾むけて置いてある。今その中から！本
の活字を抜き取り手にしている。
　23．パン屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　晦．155
　パン屋のChristophLeglerはユ793年9月23日，65才の時，故AndreasSerz
（778番目の兄弟，289v．，本稿，p．166）に替って入所した。795番目の兄弟
である。自身の興味で今日まで金箔押し印刷を研鍍し続けてきた。
　館の制服とガウンを着用し，机上に置いた額入り自作金箔押しの美事な植物
模様の印刷物を指さしている肖像画である。壁にはプレッエルとねじりパンが
画かれ，彼の職業を示している。机の傍，彼の背後の戸棚は金箔押しの材料や
用具入れらしい。795番目の兄弟である。
357
180 早稲田商学第348号
　　　　　　　　　　　　　　Fig．155パン屋
　　　　　　　　　　　　（Amb．318b一グ，Bd皿，23）
　25．　ビール店亭主
　ビール店亭主AndreusVetterは1794年7月16日，60才の時，故Fchau
Stephan　Solherに替って入所した。そして1805年6月21日死去した。796番目
の兄弟である。
　図には，彼の職業を示すものは何も描かれていない。単なる半身肖像画であ
る。
　271　ビール作り使用人
　ビール作りの使用人のAbrahamHofma㎜は1794年12月12日，59才の時，故
U1rich　Harrers（775番目の兄弟，287T．，本稿，p．165）に替って入所した。
797番目の兄弟である。
　この図も亦単なる半身肖像画である。
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　29．館の管理人
　Heinrich　K血hn1einは先に館の管理人の勤務にあたっていた故Joham　Phi1ipp
Lippolt（294．，本稿，p，170）に替って，！793年5月3日来所した。68才の時
である。
　黒い布を首に巻き，しゃれたレース飾りのあるシャツを着ている。金茶色の
ベルベット様の生地の上着を羽織って，机上に置いた帳簿を前にして立ってい
る半身肖像画である。壁に沿ってつくりつけの大きな戸棚があり，その側面に
管理人のシンボルの鍵束がかけてある。
　31．女子料理人
　女子料理人のCatharina　Regina　Heid1inは1796年1月6日，先の料理人，故
Catharina　Justina　HeBenauerin（294v．，本稿p．171）に替って館の料理人を
務めることになった。
　柔かいつば広のレース製のような帽子を被り，衿周りを黒のスカーフでしゃ
れて飾っている。肩から胸に大きく輪状にフリルのついたレース製長袖の服を
着ている。この服は極めてウエストが細く，同じ布地のスカートは腰高に大き
くひろがっている。前掛けも広くかけられている。調理台上の浅いバスケット
篭には人参やブロッコリ，銀杏其の他の野菜が一杯である。調理室の壁面には
天井まで棚がつくりつけてあり，錫製の皿が多数整然と並べてある。奥の平炉
には炭掴みや薪置き台が見られるが，まだ火は入っていない。今彼女は市場か
ら帰ったばかりのようである。炉のフードの縁には錫製ジョッキがこれまた整
然と並んでいる。
　33．貴族の駁者
　ニュルンベルク市の貴族の駁者であるJohanHofmanは1799年1月26日，故
Jacob　Zebhardに替って入所した。ニュルンベルク市民で，798番目の兄弟で
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ある。
　館の制服とガウンを着た単なる半身肖像画であるが，壁面に掛けてある額に
彼の職業を示す絵が描かれている。2頭立て四輸2人乗り箱型馬車を，駆者台
に腰をおろした彼が駆している絵である。
　35．　コンパス作り親方
　コンパス作り親方のNicolausFrankは1799年1月26日，故Nico1ausSOrfer
に替って入所。ニュルンベルク市民である。799番目の兄弟。
　濃い眉毛，クリッとした大きな眼，そして大きな耳，きりっとした顔付の人
物である。製作した普通型のコンパスを手にしている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1991．4．6）
2、職業別総索引
〔1〕索引は，早稲田藺学333号（1989年2月），335号（1989年7月），337号（1990
年3月），341号（1990年10月），343号（1991年2月），348号（1991年9月）の
5回に亘って掲載した「メンデル家12人兄弟館の書」，第2巻，第3巻所収の
全職業について，Alphabet順及び50音順に配列したものである。
〔2〕索引事項は次の順序で記した。
（ドイッ語語彙），（日本語語彙），（K．Fischerの索引番号），（商学号数，頁数）
第3巻に属する事項には索引番号の前に皿の数字を添えた。50音順索引の場合
は（日本語語彙）と（ドイツ語語彙）が入れ換っただけである。
（1）B盆cker　パン屋　　　　23
　　（ドイツ語語彙〕（日本謡語彙〕　（K．F］sch酊索引番号〕
　187）；……㎜23（348，159）……
　　　　　（第3巻）
（333，　278）；・・・…　；152v（341，
（商学号数，頁数〕
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　／2〕B廿chsensch色fter，Bichsenschifter銃床作り　32（333，291）
　（3）駆者　Fuhrma㎜，K色rmer，．．．kutscher．．．4v（333，252）；．一．一一
　同一項目に異語があるときは（2），（3〕のように並記した。索引事項は索引番号
順に記した。
〔3〕　ドイッ語彙による職業語彙を日本語彙に代えるに際して，辞書の訳語か
らは適切な語彙が見つけられない場合が慶々あった。その場合には，書記の手
写文や図版，更にはM．Wagner女史の”Das　alte　N血mberg“，，，附mberger　Haud－
werker“並びに中世ドイツ技術史書などを参考にして適切と恩われる語彙に決
めた。不適切な点に就いては御教示頂ければ幸いである。
A1phabet順索引
A
　Advocatus　ordinarius法学教授　皿19（348，179〕
　Altmacher古靴修理6v（333，254〕；37（333，298〕：112v（337，274），120｛337，
282〕：151（341，185〕；176v｛341，206〕；272（348，153）
　Aufwarter給仕　174下（341，204〕
　B至cker　ノ寸ン屋　23（333，278〕；33（333，293〕；43v（335，166）；50v（335，175〕：85
（337，240）；90（337，246〕；107（337，264〕；152v｛341，187〕；160v（341，195〕；162
（34！，197〕；163v｛341，198）；196｛343，180）；232v（343，209）；皿23（348，179）
　Bader理髪師兼外科医　80v（335，214〕
　Ballenbinder荷造り人　3（333，249〕．202（343，185）
　B劃rchentweberフスティアン織工，バルヘント織工　43（335，165）；48（335，174）；
70（335，196〕；94｛337，249）；124｛341，！58〕；210（343，191〕；243｛343，222〕
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　Bauer農夫　72v（335，202）；201v（344，184〕；297v（348，174）
　Braumeister　ビール作り　24v｛333，280〕；75｛335，206〕；98v（337，253）
　Beckschlager真鐙板板金工　30v（333，288〕；48v（335，174）：99平（337，254〕
　Beibote，Bei1加fer走り使い　203｛343，186）；295（348，172）
　Beut1er＿meister袋物・財布作り　233v（343，210〕
　Bie皿envater養蜂家　127｛341，162）
　Bierbrauers㎞echtビール作り下働き　126｛341，161〕；皿27（348，180）
　Bierwirtビール店亭主　197（343，！81）；251（348，133〕；251v（348，134〕：265v
｛348，147〕；皿25（348，180〕
　B－eiweissmacher鉛白（白粉）作り　278（348，158）
　Bleiweisstiftmacher鉛筆作り　256｛348，137）
　Bortenmacher組み紐作り　124v（341，158）；147v（341，181）；178｛341，208）；
202v（343，185〕；204（343，186〕；212｛343，．193〕；266v｛348，148）；269（348，150）；
275（348，156〕；286（348，162〕；296▽｛348，173）
　Bramtweinbr㎝ner火酒醸造者　179v｛341，208〕
　Brau㎞echtビール作り使用人　皿27｛348，180〕
　Brmnenfeger丼戸替人　78（335，211〕
　Bru㎜e皿meister井戸掘親方　45v（335，168〕
　Buchbinder製本職人181（343，167〕；234｛343，211）：271v（348，152〕；273v
（348，155〕
　Buchdrucker，Buchdruckerei　印刷工　11（333，259）；2501343，226）；皿21（348，
179）；印刷出版業者　231｛343，208〕
　Buchha1ter帳簿係　221v1344，197〕；2411343，221〕；243v（343，222）；268v（348，
149〕
　BOchsenmeister砲術手　103v｛337，258〕
　Bochsensch自fter，腕chsenschifters銃床作り　32（333，291〕；160（341，194）
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18（333，272〕；31（333，289〕；63・（335，189）；86（337，241〕；139・
Dachdecker屋根屋　641335，189）；86v（337，241）；136（34ユ，171）
Djener従者，下僕　93v｛33Z247）；138v（341，173）
Dockenschnitzer人形彫り　1肘｛333，258〕
Drahtzieher針金製造人　44（335，166〕；67（335，193〕
Dreschsler－Meister　ろくろ細工親方　264｛348，145）
Eisen　Kramer鉄小売商人　46v（335，170）
Einsp自miger駁者（一頭立て馬章の）　137v｛341，172〕
Englischer　Gewandf自rber　イギリス生地染色工　187v（343，ユ74）
E㎎lisch　Tuchbereiterイギリス生地仕上コニ90v（337，246〕
Englisch　Tuchf自rber英国生地染屋　148v（341，183〕；152（341，187〕
F
F盆rber染色工　14（333，267）；20（333，275）
FederschmOcker飾り羽根作り　151▽（341，186）
Feile皿hauerヤスリ目立て工5剛333，253）
Feuerschloss皿acher燧発銃着火機作り　717（335，ユ99）；109（337，270〕
Fi㎎erhuter指貴き作り　52v（335，177〕：100v（337，255〕，1糾v（341，180j
Fischer漁師　77v（335，210〕；136v（341，172）；177v（341，207〕
F1asc㎞er水筒作り　2v（333，247）；74v（335，206〕
F1inderleinschlager刈・金属板打抜き工　104（337，259〕
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　Freibankemetzger屠殺人（畜殺場付属の安売肉屋）194v（344，161〕
　Fro皿bote裁判所の使丁，廷吏　151v｛341，186〕
　Fruchttrager果樹園の作業員　245v（343，224〕
　Fuhr㎞echt，Fuhmam　荷馬車の駁者　4v（333，252〕；6（333，254）；25▽（333，281）；
1311341，166〕；1541341，189〕；1761341，206）；2881348，165）
　Futteralmacherカバー・ケース作り　242（343，221〕
　G自rtner庭師66v（335，192〕；69v｛335，196）；73v（335，203〕；89（337，245）；
296（348，173）
　Gassenhauptmam　街区警備隊長　15671341，191）
　Gastwirt旅亭主人　294｛348，170〕
　Gefreiter兵長　170｛341，202〕
　Geleitsreiter隊商護衛騎手　149v（341，183〕
　Gerichtschreiber裁判所書記官　104v（337，259）
　Gold邑rbeiter金細工師　177｛341，207〕
　Goldsch加ied貴金属細工師　301333，288）；95v（337，250〕；1107（337，273）；125v
｛341，ユ60〕；224v｛343，201〕
　Gold＿U－Silberarbeiter金銀細工手伝い　247（343，225〕
　Gold－U．Silberdrahzieher金銀針金延引工　267（348，148〕
　Go1dspimer金糸作り　119下｛337，282〕；290v（348，168〕
Grobdrah屹ieher粗引き針金製造人　36v（333，298）
　GrOn丘scher漁師　2｛333，245〕
　GOrtler箪帯作り，ベルト・バックル製造人　467（335，170）；238（343，219）
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　Hainer陶工　71v（335，198）；208v（343，190）；274v（348，156〕；299（348，175）
　H証ners㎞echt陶器工場の土こね工　193v｛343，175〕
　Handelsma皿n商人　133（341，168）；242v（343，221）；273｛348，155〕；280（348，
161〕；289v（348，166）
　Hand1er小売商人　264v（348，146〕；277v（348，158〕；292v（348，169）
Harnischmacher板鎧鍛冶　29（333，286）
　Hamischpo1ierer甲冑磨き工27v（333，284〕
　Haub㎝schmied　刀剣飾り鍔作り　65（335，190〕
　Hausweber麻布織工　561335，ユ81〕
　He｛telmacher留め金作り，留め針作り　148（341，182）；153（341，188）；201（343，
183）；252（348，134〕
　Herrenkoch料理人　13v（333，242〕
　Hoimeister執事，領地管理人　47v（335，173）：81｛337，234〕；245（343，223〕
　　Ho1垣drechs1er　ろくろ木工師　47（335，171）；83（337，237）
　　Ho1zha1ユer　楼婁　220（343，197）
　　Ho1毘hacken　薪割人夫　10（333，258〕
　　Hufschmied蹄鉄鍛冶55v（335，180）；196v（343，180）；283（348，工61〕：287v
（348，165〕
　　Hutmacher帽子屋　142v（341，ユ76〕；241v（343，221〕
　Kammac11er　櫛作り　　15v（333，269〕；34（333，294）；120v（337，282）；237（343，
219〕；252v（348，135〕
　Kamm㎝schmied　der　F自rber羊毛硫き櫛作り　5（333，252〕
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　　Ka㎜egiessey金属容器の鋳物師　175（341，205〕
　　Kard笥tschenmacher硫き刷毛作り　211（343，192）
　　Karmer荷馬車の駁者4v（333，252〕；6（333，254〕；25v（333，281）；131（341，
166〕；176（341，206〕
　　Kauf㎜ann　商人　285（348，162〕
　　Kel1鵬r給仕人　270v｛348，151〕
　　Kettensch皿ied鎖鍛冶屋　117（337，279）
　　Kistler＿Meister指物師親方　271｛348，152）
　　KlingeIbeuteltrager喜捨（献金）集金係，喜捨袋係　112v1337，274）
　Klingensch皿ied刀剣鍛冶屋7v（333，255〕；9v（333，258）；12v（333，265）；22
（333，277〕；179（341，208〕；209v（343，191）；216v｛343，ユ95〕
　Knecht使用人，駆者　16（333，270）：162v（341，197）
　Knopfpresser，Knopfmackerボタン作り　255v（348，136〕；297｛348，173）
　KOchin女子料理人　40｛333，303〕；61v｛335，186〕；62（335，187〕；91（337，246）；
96（337，250）；1011337，256〕；105（337，262〕；1121337，274〕；113・（337，276〕；
117・（337，279〕；128（341，164〕；130・（341，166〕；138（341，173）；140（341，174〕；
143（341，178）：143・1341，179）；147（341，181〕；1861343，171〕；215・（343，194）；
217（343・195〕；223・（343，199〕，236・（343，217〕，238・1343，220）、255（348136〕，
278v（348，160〕。291（348，168），294v｛348，171）；皿31（348，181〕
　Kompassmacher羅針盤作り　1v（333，242）；108v（337，266）
　KOm1eindraher数珠玉作り　16v（333，270〕
　Kommesser穀量検量人　63（335，187〕
　Kreuzschmied＋字飾り鍔作り　134v（341，170〕
　Kunkelschmied糸巻き竿作り　11v｛333，265〕
Kupferschmied銅容器鍛冶，銅細工人　169（341，200〕；182（343，169）；1867（343，
！72）
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Kutscher駁者　250v（343，226）
　L
Landkutscher罵丁，駆者　219｛343，196）
Laufender使丁　7v｛333，255）；1041337，259〕
Lautenist　リュート奏者　109v（337，270）
Leb㎞chner　レープクーヘン菓子職人　99（337，253〕；164（341，198〕
Lederer皮なめし工　119（337，281）
Lehnkutscher駅者　244（343，223）；皿33（348，181〕
Leineweber麻布織工　163（34ユ，197）；187（343，172〕；243｛343，222）
　Leinwandh自皿dler　クロース商人　292（348，168）
Lδtschlosser箱錠（南京錠）作り　65v｛335，192〕
　M
　Magister大博士　102（337，256〕
　Maler画家　208（343，190〕
　M査1zer麦芽製造人　66｛335，192〕
　Melber小麦粉商人　153v（341，188〕
　Messerer短剣作り　171333，27ユ）；17v｛333，272）；2～1333，275）；21（333，277），
21v（333，277〕；23v（333，279）；29v（333，278）；31v｛333，29！〕；32v（333・293）；34v
（333，295）；39（333，301〕；60（335，185）
　Messerschmied短刀（剣）鍛冶屋　61｛335，186〕、82v（335，236〕；154v（341，189）；
203v（343，186〕
　Messi㎎bremer真録地金作り　155（341，！89）；159v（341，194）；206（343・187）
。、、、i㎎。、、。。、i、。、、五鑑針金引き1・・。｛…，…〕
　Messi㎎schaber真鐙板きさげ工　97▽（335，251〕
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　Metzger肉屋，屠殺人　251333，281〕；64（335，189）；228T1343，205）
　Mi皿iaturgemald細密画81v（337，236）；91T1337，247〕；114Ψ（337，278）；
（341，ユ65〕；145｛341，180〕；150v｛341，184〕
　Miniatumaler細密画家　263v（348，145〕
　Mittelwachter番人　254v1348，136）
　M6rt皇Imcher左宮屋　76（335，206）
　M砒1bauer水車大工　139（341，174）
　M伽㎞echt製粉所使用人　42v（335，164）
　M口11er粉屋　133v（341，169）：153v（341，188）；228｛343，205〕
129v
　Nabenschmied，Neberschmed　ドリル鍛冶　72（335，202〕
　Nadler針製造人　7（333，255）；8（333，256）；9（333，257〕；19v（333，273）；24
｛333，279）；53v（335，179〕；58v（335，184〕；84｛337，238〕；89v（337，245〕
　Nagler，Nage－schmied釘製造人　28v（333，285〕；131v（341，167）；246v1343，225）
　Nestler締め紐作り　39v｛333，301）；79（335，212）；105v（337，263｝
Orgajユistオルガン弾き　104T（337，259〕
P
Patemosterer数珠玉作り　16v（333，270）
Pfamenschmied平鍋（フライパン）作り　110（337，271〕
Pfarrerssohn　司祭子、魯、26㌫（348，150）；2901348，167）
Piarrerssohn商家従業員　293町｛348，169）
Paeger財団理審者　1（333，242｝；18パ333，272〕；19（333，272）；49｛335，256〕；
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68（335，197〕；82（335，236）；92v｛337，247〕；93（337，247〕；115v（337，278）；158
（341，192）；167（341，199）；172（341，203〕；184｛343，170）：189（343，174）；191
（343，175〕；199｛343，182〕；214（343，193）；226（343，203）＝240｛343，220〕；260
（348，ユ43）；262（348、ユ44）；276｛348，156）；282（348，16ユ）；皿3一～5．（348，176〕；皿一
10｛348，180）
　Pfragner（食料品）小売蘭人　197v（343，181）；230v（343，207〕；248（343，225）；
253（348，135〕
　Plattner板鎧鍛冶，ブリキ職人　29（333，286〕；53（335，179）；231v（343，208〕
　Plattschlosser　日常用錠前作り　51v（335，176）
　Port伽ma1er　肖像画家　121（34ユ，154〕；249（343，226）
　Pos舳hr㎞echt郵便馬車駆者　288（348，165〕
Querpieiier　フルート（横笛）奏者，＝Zwerchpfeifer125（341，15g〕
R
　Radiererエッチング職人177（341，207〕
Regelmeister風紀委員　7v（333，255）；13（333，266）；38▽（333，300〕；45｛335，
168）；66v（335，185）；88（337，243〕；101v（337，256〕；119（337，281〕；123v（341，
158）；129（341，ユ65）；133｛34ユ，ユ68）；137v（34ユ，172）；142v｛34ユ，ユ76）；169v｛341，
200）；197v（343，181）；201　（343，！84）：207｛343，189〕：234（343，211〕；252v（348，
135〕；253｛348，135）
　Reit㎞echt馬丁，駆者　2191343，196）
　Ri皿gmacher鞄の口金作り　38v｛333，300）；44v（335，167〕；45｛335，168）
　Ringenschmied　バンド締め金具（尾錠）作り　64v（335，189）
　Rossw査rter馬の世話係　210v｛343，191）
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　　Rotgerber皮なめし工，タンニン較職人7～（335，196〕；77（335，207〕；97（337，
251〕；204v（343，186）；223（343，199〕
　　Rotgiesser真録鋳物師　246｛343，224〕；253剛348，135〕
　　Rotschmied真鎗細工師22v（333，277〕；98（337，252）；101v（337，256〕；108
（337，266〕；121v（341，155〕；180｛341，209〕；205v｛343，187）；257（348，138〕；261
（348、ユ44）；277（348，157〕；298（348，174）
　　S自ck1er革袋物製造人　125｛341，159）
　　Safranmaler黄色染料粉造り　94v（337，249）
　　Sager木挽　289｛348，166〕
　　Sanduhrmacher砂時計作り　180v1341，209〕
　Saustecher＝Metzger肉屋，屠殺人　64｛335，189〕
　Schachte1macher淳板容器（箱）製造人　10v（333，258）
　Sch疵er管理人，執事17（333，271〕；31v（333，291〕：741335，205）；811337，
234〕；123（341，157〕；127（341，ユ62〕；141（341，175〕；177（341，207〕；195・（343，
178）；207v（343，189）；223｛343，199〕；241　（343，221〕；243v（343，222）；256（348，
137）；268・（348，149〕；270・（348，151〕；2731348，155〕；292（348，168〕；294（348，
170〕，皿29（348，181）
　ScM㎝schr6ter，＝Messeroha1enschneider刃物の柄作り　51｛335，176〕；182v｛343，
169〕
Scheibenzieher針金製造人　100（337，255〕；256v（348，138）
　Schellenmacher鈴作り　55｛335，180〕；161（341，196〕；211v1343，192〕
Schlosser錠前・鍵鍛冶屋　116刈337，279〕；127v（341，164〕；175v（341，205〕
Schnal1enschmiedコRinkelschmied尾錠作り　11v（333，265〕
Schmied鍛冶屋　94v（337，249〕
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　Schneider仕立屋　42（335，163）；79v（335，212〕；83v（337，238〕；85v｛337，240）；
106（337，263）；114（337，278〕；123（341，157）；134｛341，170〕；135v（34！，171）；
218（343，195〕；221　（343，197）；235｛343，216〕；268（348，149）；284｛348，162）；
286v（348，ユ63）
　Schreiberer書記，筆耕　161v｛341，196）；247v｛343，225）
　Schreiner指物師　50（335，175〕；174（341，203〕
　Schuhmacher靴屋62v（335，187）；113（337，276）；118v（337，281〕；209（343，
190）；216（343，194〕；229｛343，205）；230（343，207〕；232（343，209〕；272v（348，
154〕
　　Schulmeister学校長　169v（341，200）
　　Schuster　牽叱凄≡　8v（333，256〕；15（333，268）；26v（333，282）；41　（335，162）；78v
（335，212〕；118（337，281〕；132v（341，167）；155v（341，190〕
　　Schwarzb血ttner桶屋　142v｛341，176〕；229v（343，206）；237v（343，219〕
　　Schwertfeger刀剣仕上げ師　69｛335，194）
　　Seidensticker絹糸刺しゅう師　1031337，257）
　　Seide皿weber絹織物工　224（343，200）
　　Seiler製縄者　35v｛333，296）
　　Se皿senschmied大鎌鍛冶　287（348，164〕
　　Silberdrah屹iener銀線製造人　137（341，172）；236（343，216）
　　So1d盆t兵士　1701341，202）
　　So㎜enbader　（太陽屋）湯場主　244v（343，223）
　　Spimrockenschmied＝Kmke1schmied糸巻き棒作り　11パ333，265）
　　Steck皿ade1留め金十作り　201｛343，183）
　　Steinm的　石工　33v（333，293）；41v（335，163〕；58（335，184）
　　Steinschneider宝石磨き　81（337，234〕
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T
　　TaglOh皿e11　日傭い　　10｛333，258〕
　　Taschner鞄製造人　222（343，198〕；234v（343，215）
　　Tuchbereiter織布仕上げ工　80｛335，213）；106v（337，263）；123v（341，158）；135
（341，170〕
　　Tuchmacher織物職人20（333，275）；52（335，177〕；88（337，243〕；95（337，
250〕；178v（341，208）；193（343，175〕；206v（343，188〕；227v｛343，204）
　TOncher左官屋，しっくい塗り　27（333，282〕；46（335，169〕；54（335，176〕；57
（335・183〕；57v（335，184）；87（337，242）；88v（337，244）；121　｛341，154）；129
（34ユ・165）・132（341，167〕，195（343，177），245v｛343，224），254（348，135〕
　T口mer塔守り　7（333，255〕；17v（333，272）；19v｛333，273）；89v（337，245〕
V
Verzeichnis　記事　　皿3～5｛348，176）
Vorsi㎎er聖歌隊先唱者　151（341，185〕；271v（348，152〕
W量gleimacheFWaagemacher秤作り　279｛348，160）
Wagner卓大工　14v（333，268）；4～（333，304）；194｛343，176）；200（343，182〕
Wappen　紋章　116（337，278）；130（341，165〕；146｛341，180）
Webemeister織物親方　265（348，146）
Weihemeister沼，池，川の漁師，親方77v｛335，210）
Weissb口ttner桶屋　122（341，156〕
Weissgerber　白燦し工　156▽｛341，191〕；235刈343，216）；27㌫（348，160〕
Weissm副cher鉛白（白粉）作り　278（348，158）
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Weizenbierwirtビール醸造職人　181v（343，168）
Wi皿demacher　ジャッキ作り　4（333，251）
Wirt旅亭店主，執事35（333，295）；38（333，300〕；
187〕；225▽（343，203）；298v（348，174〕
Womenkammer硫毛工　87v（337，243）
　Wollkardatscher硫毛工　128v｛341，165〕
（ユ3）　　　　　　195
149｛341，183）；205｛343，
　Zapfe皿macher飲み口（蛇口）作り　101v｛337，256〕；126v（341，161）
　Zeugwart兵器（火器）管理人　109｛337，270〕
　Ziegelschreiber瓦屋書記　107（337，264〕
　Zimmema㎜　大工　45v（335，168〕；54v｛335，180）；59（335，184〕；60v（335，186〕；
67v（335，193〕；73（335，203〕；76v（335，207〕；78（335，211〕；84v（337，239）；98v
（337，253〕；111　｛337，274）；156（341，191）；215（343，193）；222v｛343，198〕；227
（343，204）
　Zirke1schmied　コンパス作り　3v（333，242），12（333，265）；36（333，297〕；102v
（337，257〕；107v｛337，264）；144｛341，179）；200v｛343，183〕：207（343，189）；233
（343，209〕；266（348，148）；267・（348，149）；274（348，155）；295・（348，172〕；皿35
（348，182）
　Zopfmacher刺績用糸調整職人　125｛341，159）
　　Zuckerb自cker砂糖菓子作り　225（343，201〕
　　Z口ndemacher小銃撃鉄作り　56v（335，181）
373
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50音順索引
　ア
　麻布織工　Hausweber561335，181〕
　麻布織職人　Leineweber163（341，197〕；187（343，172〕
粗引き針金製造人　Scheiben＿order　Grobdr出tzieher36v（333，298〕
　イ
　イギリス生地仕上げ工　E皿glischer　Gewand晦ber，E㎎1isch－Tuchbereiter　gOv（337，
246）；148v｛341，183）；152（341，187〕；187v（343，174）
　石工　Stei皿metz33v（333，293〕；41v｛335，163〕；58（335，184）
板鎧鍛冶　Plattner，Hamischmacher29（333，286）；53（335，179）
　印刷工　Buchdrucker，Buchdruckerei－Verwa皿dter11（333，259）：250（343，226〕
　印刷出版業者　Buchdruckerei231（343，208〕
　井戸替人　Br㎜nenmeister，Brmnenfeger45v（335，168）；78（335，211〕
　ウ
　薄板容器製造人　SchachteI皿acher1叶（333，258〕
　馬の世話係　Rossw自rter210v（343，191）
　エ
　エッチング職人　Radierer177（341，207）
　鉛白作り　Weissmacher，B1eiweissmacher278（348，158〕
　鉛筆作り　Bleiweisstiftmcher256（348，137）
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　　オ
　　黄色染料粉造り　Safranmaler94v｛337，249）
　　大鎌鍛冶　Sensenschmied287（348，164）
　桶屋　BOttEer，Weissb口ttner，Schwarzbottner18（333，272）；31（333，289）；63v
（335・187〕；861337・241）；122（341・156〕；139・（341・174〕；142（34＋二176〕；229・
（343，206〕；237v（343，219）
　織物仕上げ工，織物職人　Tuch㎏reiter，Tuchmacher20（333，275）；52（335，177〕；
80（335，213）；88（337，243〕；95｛337，250）；106v（337，263〕；178v（341，208〕；193
（343，175〕；206v（343，188）；227v（343，204）
　織物親方　Webemeister265（348，146〕
　織地見本作り　Tuchstah1er178v（34ユ，208〕
　　オルガン弾き　Organist　104v（337，259〕
　　カ
　街区市民警傭隊長　Gasse皿hauptmam　156v（341，191）
　　画家　ma1er，Portr自tma1er（C㎝tref副1ter〕208（343，190）；249（343，226）
　鍵作り　Sch1osser127v（341，164）
　飾り羽根作り　Federsch皿口c㎞r－51甲（341，186〕
　火酒醸造者　Bra㎜tweinbremer179v（341，208〕
。果樹園の作業員　Fmchttrager245v（343，224〕
　鍛冶屋　Schmied　94v（337，249〕
　刀鍛冶　K1i㎎enschmieφ7v1333，255〕；12甲（333，265）
　学校長　ScMmeister16出（341，200）
　　甲胃磨き工　Hamischpolierer27v｛333，284〕
　　カバ］・ケース作り　F口ttera1macher　242（343，221〕
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　鞄製造人　Tasch皿er222（343，198〕；234v（343，215〕
　鞄の■口金作り　Ri㎎皿acher38v1333，300〕；糾v（335，167〕；45（335，168〕
　革帯作り　G耐t1er46v1335，170〕
　皮なめし工Lederer，Rotgerber，Weissgerber70v（335，196）；77｛335，207）；97
（337，251〕；119（337，281）；204v（343，186〕；223（343，199）；235v（343，216〕
　革袋物製造人　S劃ckler125｛341，159〕
　瓦屋書記　Ziege1schreiber107（337，268〕
　管楽器奏者（横笛奏者）Zwerchpfeifer，Querp｛eifer1251341，159〕
　管理人，執事Sch批er，Hofmeister17（333，271〕；31v（333，291〕；741335，205）；
81　（337，234）；123（341，157〕；141　（341，175〕；177（341，207〕；195v（343，178）；
207v（343，189）；223（343，199〕；241｛343，221〕；243v（343，222）；245（343，223）；
256｛348，137〕，268v｛348，149〕；270v（348，151〕；273（348，155）；292（348，168〕；
294（348，170）；皿29（348，181〕
キ
　貴金属鍛冶，貴金属細工人Goldschmied30（333，288〕；95v（337，250〕；110甲
（337，273〕；125v（341，160）；224v｛343，201）
　樵Ho12hauer220｛343，197〕
　喜捨集金係　K1mgelbeute1trager112v｛337，274〕
　駆者　Fuhm，m，K童、mer，K皿ech仁Einsp加niger，Reitknecht，La皿d　kutscher，Lehn』ts－
cher，Kutscher　Post－U，Fuhrknecht　4v（333，252）；6（333，254〕；25v（333，281）；131
（341，ユ66〕；137v（341，172〕；154｛341，189〕；162v（341，197〕；176｛341，206）；219
（343，ユ96〕；244（343，223）；250v（343，226〕：288（348，165〕；皿33（348，181〕
　給仕　Aufwarter，Kellner74（335，205）；174▼（341，204〕；27叶（348，151）
　　絹織物工　Seidenweber224（343，200）
　　絹糸刺しゅう師　Seidensucker103｛337，257〕
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金糸作り　Go1dspimer119v（337，282）；290v（348，168〕
金銀細工手伝い　Gold＿U．Silberarbeiter177（341，207）；247｛343，225）
金銀針金延引工　Gold－U．Si1berdrahtzieher267（348，148）
金属容器の鋳物師　Zim＿U．K副me釦esser175（341，205）
銀線製造人　Si1berdra此iener137（341，172〕；236（343，216）
ク
　釘製造人　Nagler，Nage1schmied28v（333，285）；131v（341，167〕；246v（343，225〕
　鎖鍛冶屋　Kettenschmied117（337，279〕
　橘作り　Kammacher　15v（333，269）；34（333，294）；120v（337，282）；237（343，
219）；252v（348，135〕
　靴屋Schuster，Schuhmacher8Ψ（333，256）；15（333，268）；26v1333，282）；41
（335，162〕；62v（335，187）；78v｛335，212）；113（337，276）；118（337，281）；118v
（337，281）；132v（341，167〕；155下（341，190〕；209（343，190〕；216｛343，194）；229
（343，205）：230｛343，20？）；232（343，209）；272v（348，154〕
　組み紐作り　Bortemacher147サ｛341，181）；178（341，208）；202v（343，185）；204
（343，186）；212（343，193）；266甲（348，148）；269（348，150）：275（348，156〕；286
（348，162）；2967（348，173〕
　　草大工　Wagner14v｛333，268〕；4～（333，304〕；194（343，176〕；200（343，182〕
　　クロース商人　Leinwandh独dler292｛348，168）
ケ
毛織物仕上げ工　Tuchbereiter135（341，170〕
小売商人Hrag11er，服ndler248（343，225〕；253｛348，135〕；26伽（348，146）；
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277v（348，158）
　　穀量検量人　Kommesser63（335，187）
　粉屋　胴11er，La皿dmO11er133v（341，169）；153v1341，188）；179v（341，208）
　小麦粉商人　Melber153v｛341，188）
　　木挽　Sager289（348，166）
　　コンパス作り　Zirke1schmied　3v（333，242〕；12（333，265〕；36（333，297〕；102v
（337，257〕；107v｛337，264〕；144（341，179〕；200v（343，183〕；207｛343，189）；233
｛343，209〕；266（348，148）1267▽（348，149）；274｛348，155〕；295v（348，172）；皿35
｛348，182〕
サ
　　裁判所書言己Gerichtschreiber104v（337，259）
　財団理事者　P皿eger1（333，242〕；187｛333，272）；19（333，272〕；49｛335，256）；
68（335，193）；82（335，236〕；92v（337，247〕；93（337，247〕；115v｛337，278）；158
（341，！92），167（341，199〕；172（341，203）；184（343，170〕；189（343，174）；191
｛343，175〕，199｛343，182〕；214（343，193〕；226（343，203〕；240（343，220）；260
｛348，143〕，262（348，144）；276（348，156〕；282（348，161〕；皿10（348，178〕；財団理
事者記録簿　Ve．zeichnis皿3～5｛348，176〕；自筆文切れはし　300（348，176〕
　細密画　Miniaturgem記d81v（335，236〕；91▽｛337，247〕；114v（337，278〕；129v
｛341，ユ65〕；145（341，180〕；150v｛341，184）
　魚屋　Fischer136v｛341，172〕
　　酒場の亭主　Wirt149（341，183）
　左官屋丁伽cher，Klaiber，M6rte1皿acher27（333，282〕；46（335，！69）；54（335，
179〕；57（335，183）；57v（335，184）；76｛335，206〕：87（337，242）；88v｛337，244〕；
121（341，154〕：129｛341，165〕；132（341，167〕；195｛343，177）；245v（343，224〕；
しっくい塗職人　254｛348，135〕
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指物師　Schreiner，Kistler＿Meister50｛335，175〕；174｛341，203）；271（348，152）
砂糖菓子作り　Zuckerb童cker225（343，201）
　シ
　仕立屋　Schneider42（335，163j：79v（335，212）；83v（337，238）；85v（337・240）；
106（337，263〕；114｛337，278）；123（341，157）；134（341，170）；135v（341，171）；
218（343，195）；221　（343，197〕；235（343，216〕；268（348，149〕；284（348，162）；
286v（348，163〕
　司祭子一自、Pfarrerssoh皿26出（348，150）
　刺繕用糸調整職人　Zopimacher125（341，159〕
　市庁舎の使用人　K皿echt，Kanzleibote16（333，270〕；126v（341，161〕
　　ジャッキ作り　Wi皿dermacher4（333，251〕
　錠前，鍵鍛冶屋　Sch1osser116v（337，279〕；175甲（341，205）
　小銃撃鉄作り　Z口ndemacher56v（335，181〕
　　書記　Schreiberei161v（341，196）；247v（343，225〕
　　書籍印刷者Buchdruckerei皿21（348，179）
　　執事Wirt35（333，295）；38（333，300）；1491341，183〕；205（343，187〕；225v
343，203〕
　　締め紐作り　Nestler39v｛333，30ユ〕；79（335，212）；105v（337，263〕
　　銃床作り　BOchsensch自iter，BOchse皿schifter32（333，291〕；160（341，194）
　　従者　Die皿er93v（337，247）
　　十字飾り鍔作り　Kre皿霊schmied134v｛341，170〕
　　数珠玉作り　Patemosterer，KOmleindraher16v（333，270）
　　小金属板打抜き工　Flinderlei皿sch1証ger104（337，259〕
　　商人Kaui＿U．Hajldels皿am，Pfarrer，Ha皿dler133｛348，168）；197v（343，181）；
23～（343，142〕：2伽（343，221〕；273（348，155）；2801348，161）；285（348，162）；
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289v（348，166〕；292v（348，169〕；293v（348，169）
　　食料雑貨商人Handelsmam，Handler，Pfragner133（341，168〕；1977（343，181）；
230v｛343，207）
　　女子料理人　KOchin40（333，303〕；61v（335，186）；62（335，187）；91（337，246〕；
96（337，250）；101　｛337，256）；105（337，262〕；112｛337，274〕；113v（337，276）；
117v｛337，279）；128｛341，164〕；130v（341，161〕；138（341，173）；140（341，174〕；
143（341，178〕；143v（341，179〕；147（341，181）；186（343，171）；215v｛343，194〕；
217（343，179）；223v（343，199〕，236v｛343，217〕、238v（343，220〕；255｛348，136）；
278v（348，160），291｛348，168〕，294v（348I171〕；皿31（348，181〕
　　白螺し工Weissgerber156v（341，191〕；279v（348，160〕
　　真録鋳物師　Rotgiesser246（343，224）；253v（348，135〕
　　真録細工師，飲み口作り　Rotschmied．Zapfemacher22v（333，277〕；98｛337，252）；
101v（337，256）；103v｛337，258）；108（337，266〕；121v（341，155〕；126v（341，161〕；
180｛341，209〕；205v（343，187〕；257｛348，138〕；261く348，144）；277｛348，157）；298
（348，ユ74）
　　真録地金作り　Messi㎎bremer　155（341，189〕；159v（341，194〕；206（343，187）
　　真録針金引き　Messingdrahtzieher168v｛341，200）
　　真録板きさげ工　Messi㎎schabe．97▽（335，251〕
　　真鑑板板金工　Beckschlager307｛333，288〕；48v（335，174〕；ggv（337，254〕
燧発銃着火機作り　Feuerschlossmacher71v（355，199〕・
水車大工　M口hlb汕er139（341，174〕
水筒作り　Flaschner2v（333，247〕；74v（335，206〕
硫き刷毛作り　Kardatschenmacher211（343，192〕
鈴作り　Schenemacher55（335，180）；161（341，196〕一
380
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　砂時計作り　Sanduhmacher　180甲（34工，209）
　　セ
　聖歌隊先唱者　Vorsi㎎er151（341，185〕；271v｛348，ユ52〕
　製縄者　Sei1er35v（333，296〕
　製粉屋　Mω1er42v（335，ユ64〕：228（343，205〕
　製本屋　Buchbinder181（343，167〕；234（343，211〕；2737（348，155〕
　染色工　F自rber14（333，267〕；20（333，275）
　襲毛工　Tuchbereiter123v（341，158〕
　　ソ
　流毛工　Wollenkammer．Wo11kardatscher87v（337，243〕；128▽（341，165〕
　　タ
　大工　Zimmemam　45v（335，168）；54v（335，180〕；59（335，184j：60下（335，186〕；
67v（335，193）；73（335，203）；76v（335，207〕；78（335，211〕；84v（337，239〕；98v
（337，253〕；111（337，274〕；156（341，191）；215（343，193〕；222v（343，198）
　隊藺護衛騎手　Geleitsreiter149v（341，183）
　大博士　Magister102（337，256）
　短剣鍛冶屋，短剣作り　Messerer，Messerschmied17｛333，271）；17v（333，272）；
20v｛333，275）；21　｛333，27？）；21v（333，277〕；23v（333，279）；29v（333，278）；31T
｛333，291）；32v（333，293）；347（333，295〕；39｛333，301〕；60（335，185〕；61　（335，
186〕；82v｛335，236）；154v（341．ユ89〕
　　チ
　帳簿係　Buchhalter221剛343，197）；241（343，221）；243v（343，222）；268v（348，
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149〕
　　テ
　蹄鉄鍛冶Hufsch㎜ied55v（335，180）；196v（343，180）；2831348，161）；287v
（348，165）
　延吏Fr㎝bote，lauf㎝der7▽1333，255〕；151v｛341，186）
　鉄小売商人　Eisen　K。独er46v（335，170）
　　ト
　　陶コニHafner71（335，198〕；193v｛343，175）；208v｛343，190）；274T（348，156〕；
299（348，175〕
　　刀剣飾り鍔作り　Ha皿bensch皿ied65｛335，190）
　　刀剣鍛冶屋Klingenschmied7v1333，255）；9v1333，258）；22（333，277）；209v
（343，ユ91）；216v（343，195〕
　　刀剣仕上げ師　Schwertfeger69（335，194〕
　　銅細工人，銅容器鍛冶職人　K口pferschmied169（341，200〕；182（343，169〕；186v
（343，172）
　　塔守　Tomer71333，255）；17v1333，272）；1射｛333，273〕；53▼（335，179）；89v
（337，245）
　　屡殺人　Metzger，Freib加kenmentzger，S加stecher64（335，189〕；194v（343，177）
　　留め金作り，留め董十作り　He免e1皿acher，Steckmde1148（341，182）；153（341，188）；
201（343，183）；252｛348，134〕
　　ドリル鍛冶　Nabensch皿ied，Nebersch皿ied72（335，202〕
　　ナ
　　商京錠作り　Lδtschlosser65▽1335，192）
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　　肉屋Met2ger25｛333，281）；228v（343，205）
　　1ヨ常用錠前作り　Plattschlosser51v（335，ユ76）
　　荷作り人　Ballenbinder3（333，249〕；202（343，185）
　　庭師G菰tner667（335・192）；69v｛335，196〕；73T｛335，203〕；89（337，245〕；
296（348，173）
　　人形彫り　Dockeuschnitzer1～（333，258）
　　ノ
　　農夫　Bauer72v｛335，202）；201v（343，184〕；297v（348，174）
　　ノ、
　　秤作り　W自glei皿macher＝W盆age皿macher279｛348，160）
　　麦芽製造人　M枇er66｛335，ユ92）
　　箱錠（南京錠）作り　LOtschlosser65刈335，192）
　　走り使いBei1自ufer，Beibote，laufenderBote104（337，259）；203（343，186〕；295
｛348，172〕
　　刃物鍛冶　Kli㎎㎝schI血ied，Messerschmied　179（341，208〕；203v（343，186）
　　刃物の柄作り，刃物柄材作り　Schale皿schr6ter，Messerschalensch皿eider51（335，
176）；182v（343，169）
　　針製造人　Nadler8（333，256〕；9（333，257〕；24（333，279）；53下（335，179）；58v
（335，184〕；84（337，238）
　　針金製造人　Dr出屹ieher，Scheiben尼ieher44（335，166〕；67（335，193〕；100（337，
255〕；256了（348，138〕
　　バルヘント織工　B邊rch㎝肺eber124｛34ユ，ユ58）；210｛343，ユ91）
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　　バンド緒め金具作り　Ringenschmied　64v（335，189〕
　番人　Mitte1輔chter254v（348，136〕
　ノ弍ン屋　　B盆cker　23（333，278〕；33（333，293）；43v（335，166〕；50v（335，175）；85
（337，240）；901337，246〕；1071337，264）；15州341，187）；160・（341，195〕；162
（341，197）；163v（341，198〕；196｛343，180）；232v｛343，209）1皿23｛348，179）
　　ヒ
　尾錠作り　SchM1enschmied　11v｛333，265〕
　筆耕　Schreiberei161v（341，196）
　　ビール作り，ビール醸造人　Braumeister，Bierbrauer，Weizenbierwirt24v｛333，280〕；
75｛335，206〕；98v（337，253）；126（341，161）；181v（343，168）；皿27（348，180〕
　　ビール店亭主　Bierwirt197（343，181）；2511348，133〕；251v（348，134）；265v
（348，147〕；皿25（348，180）
　　日傭い　　Tag1δhner　1O｛333，258〕；136（341，171）
　平鍋作り　Piam㎝schmied　11O（337，271〕
　　風紀委員　Rege1㎜eister7v｛333，255〕；13（333，266）；38v（333，300〕；45（335，
168〕；66・1335・185）；881337，243）；101・（337，256）；119（337，281）；123剛341，
158）；129（341，165〕；133（341，168）；137・（341，172）；142・（341，176）；169・1341，
200）；197・（343，181〕；201（343，184〕；2071343，189）；234（343，211〕；252剛348，
135〕；253（348，135〕
　袋物・財布作り　Beutler233v（343，210〕
　　フステイアン織Barchentweber43（335，165）；48（335，174〕；70（335，196）；94
｛337，249〕；243（343，222〕
　縁飾り紐作り　Bort㎝macher124｛341，158）
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　ブドー酒呼ぴ売り人　Wei皿schreier52（335，177〕
　ブドーの房亭主人　Wirtzu皿weintraubIein　298v（348，174〕
　古靴修理屋　Altmacher6v（333，254）；37（333，298〕；112v（337，274〕；120（337，
282）；176v（341，206〕；272（348，153〕
　ブリキ職人　P1atter231v（343，208〕
　文書配達人　Boten1自uier5眺（335，184）
へ
兵長　Gefreiter170（341，202）
ベルト・バックル製造人　GOrtler238（343，219）
法学教授　Advocatus　ordinarius皿19（348，179〕
帽子屋　Hutm割cher142v（341，176〕；241v（343，221〕
砲術手　B口chsemeister103v（337，258）；124v（341，158〕
宝石磨き職人　Steinsch皿eider81（337，234〕
牧師　Pfarrer102（337，256）；290（348，167〕
ボタン作り　Kmpfpresser，Kmpfmacher255v（348，136〕；297（348，173）
マ
薪割人夫　Ho1倣hacker10（333，258）
モ
紋章　W劃ppe皿　130（341，165）
385
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ヤ
ヤスリ目立て工　5v（333，253〕
屋根屋　Dachdecker86v（337，241）；136（341，171〕
ユ
指貫き作り　Fi㎎erhuter52マ（335，177〕；100v｛337，255〕；144v（341，180〕
浴場主　So㎜e皿bader244v（343，223）
養蜂家　Bie皿envater127（341，162）
羊毛流き櫛作り　Kam皿enschmied5（333，252〕
ラ
羅針盤作り　1v（333，242）；1087（337，266〕
リ
　理事者の紋章　Wappen　des　Pneger116｛337，278）：146（341，180〕
　理髪師　Bader80v（335，214〕
　リュート奏者　Laute皿ist1O出（337，270）
　漁師　Fischer，GrOn丘scher2（333，245〕；77v（335，210〕；177v（341，207）
　領主の下僕・馬T　Diener　u．Reit㎞echt138v（341，173〕
　領地管理人　Hofmeister47v（335，173）
　領主館の料理人　Herrenkoch　13v（333，242）
　旅亭店主，旅亭主人Wirt351333，295）；205（343，187〕：225v1343，203）：294
（348，ユ70〕
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レ
レープクーヘン菓子職人　LebkOch皿er99（337，253）；164｛341，198〕
ろくろ木工師　Ho1zdrechsler47（335，171）；83（337，237）
ろくろ細工親方　Drechsler＿Meister264｛348，145）
お　わ　り　に
　本稿をもって「メンデル家ユ2人兄弟館の書」の全巻を完了させることが出来
てほっとしている。
　しかしながら1983年から今日まで思いもかけぬ長期に亘ってしまった。偏え
に小生の浅学非才によるもので誠に漸憧の至りである。メンデル家本について
は終ることが出来たが，更にメンデル家本と同様の第一級資料である手写本「ラ
ンダウア家12人兄弟館の書」について鰯れなければならない。
　ランダウアー家本は既に商学302号（1983年）にて述べたように，メンデル
家本と同様Mrnberg在外研究の折りNOmberg市古文書館の御好意により特
に複写を許され，亦早稲田大学当局からの絶大な御支援を戴いて本学に持ち帰
ることが出来た稀観資料なのである。従って私はこの手写本の全貌を紹介し終
える任を負うものと考えている。（ランダウアー家本の紹介は僅かにM．Waξ
ner女史がその一部について鰯れているだけで殆んど行われていない状態であ
る。）
　ここに思いを新たにして，紹介に取り組み，一日も早くその責を果したいと
思っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（199ユ．4．15）
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